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●参考にしたガイドライン 
　環境省の「環境報告書ガイドライン2003年度版」 
●レポートの対象範囲 
・対象期間：2004年度（2004年3月～2005年2月） 
　　　　　一部活動報告については2005年8月迄のものを含みます。 
・対象範囲：三越本支店・事業本部 
・前回発行：2004年9月 
・次回発行：2006年9月予定 

編集方針 
●本レポートは三越の取り組みをステークホルダーの皆様
に分かりやすく、読みやすく報告することを目的としてい
ます。 
●第三者意見としてステークホルダーダイアログを開催し、
三越の活動に対するご意見、その内容について掲載しま
した。 
●本年より「社会活動報告」を充実させ、名称を「環境・社
会活動レポート」に改めました。 
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省エネ、省資源、 
廃棄物削減、 
リサイクル推進 

お客様 

法令順守 

環境経営 
の推進 

お取組先 地域社会 

株　主 

社 会 
環境に配慮した商品、 

サービス、イベントを通じた 
「豊かなくらし」の提案 

省エネ、省資源、 
廃棄物削減、 
リサイクル推進 

法 令 順 守  環境経営の推進 
情報公開と 

コミュニケーション 

環境に配慮した商品、 
サービス、イベントを通じた 
「豊かなくらし」の提案 

行政機関、団体、地域社会 
との協働による環境保全 
に結びつく社会貢献 

企業の責任として店舗を
維持するために不可欠な
エネルギーや水・紙など
の資源使用、それに伴う
廃棄物の発生などの環境
への負荷を減らし、環境
保全を進めます。 

人と地球環境が調和す
る「豊かなくらし」を具
現化するライフスタイル
の提案を商品、サービス、
イベントを通じ、積極的
に進めます。 

行政機関、団体、地域社
会が進める環境保全に
結びつく社会貢献活動
に積極的に参加し、社
会の一員としての責務
を果たします。 

環境関連法規制や業界
等の自主基準を順守し、
環境保全に努めます。 

環境関連情報を積極的
に社内外に公開し、双
方向のコミュニケーシ
ョンを図ることで､より
効果的な環境保全活動
を進めます。 

経営理念 
社会的貢献と企業の繁栄 
伝統を越える革新性 
まごころと創意工夫 

行　政 

従業員 
グループ 
各社 

人と地球環境が調和する 
持続可能な社会の実現 

環境ビジョン 

情報公開と 
コミュニケーション 

環境保全の取り組みを経
営の一環として捉え、環境
マネジメントシステム（ISO 
14001）を構築し、維持し、
継続的改善に努めます。 
また、お客様視点に立った
業務改革により、環境保全
活動の向上を図ります。 
 

行政機関、団体、地域社会との 
協働による環境保全に 
結びつく社会貢献 

働 き か け と 共 感
 

三越は､「豊かなくらし」を提案します。



まず一生活者である視点を持つ必要があります。環境問

題についても、身近に自分自身が深く関わる問題として

認識することで、自身のライフスタイルや意識を変え、

企業としての取り組み、企業人としての取り組み、そし

て生活者としての取り組みを行うことが重要です。こう

した認識こそが本当の意味での「豊かさ」の提案につな

がるのではないかと考えています。

経営の基盤は
「社会の役に立つ」こと
昨年の株式会社設立100年を節目に、現在新しい「三越

基準」づくりをさまざまな側面で進めています。これは

「安心・安全で何より誠実な商売を行いながら、お客様に

とっての価値を高めていくこと」、それによって信頼され

る三越を実現していこうとするものです。

この考え方の根底には、創業当時から築き上げてきた企

業の社会的責任である社会貢献や商売そのものを通じて

「社会の役に立つ」という共通の価値観があります。これ

がいわば三越のＣＳＲともいえるものですが、企業が存

続していくためには「当たり前のこと」としてやってい

かなければならないことと認識しています。

「安心、安全で環境にも配慮し、地域や子供たちの将来の

ことも考えて企業を発展させていく」、これが今後も企業

が存続していくための必要条件であり、我々の日常の活

動である販売、商品開発、後方業務において、こうした

視点で見直しを継続的に行っていくことが重要であろう

と考えています。

本当の意味の豊かさとは
先日、鹿児島と名古屋に出張した際、市の中心部でセミ

が騒がしいほど鳴いていて、それを聴いて和やかな気持

ちになることができました。ふと考えてみると、都内の

中心部ではセミの鳴き声もほとんど聴かれなくなってい

ることに気づきます。これから10年後、20年後に都内

で暮らす子ども達は果たしてセミの鳴き声を聴くことが

できるのでしょうか。

成熟社会といわれている現在、人々の「くらし」は確か

に豊かになってきましたが、一方でこうしたあるがまま

の自然の中にいることの精神的な「豊かさ」を置き去り

にしてきたような気がします。この「豊かさ」が今後ど

んどん失われていってしまうのではないかという危機感

を最近つくづく感じています。

物質的にも精神的にも満たされた時に本当の「豊かさ」

は実感できます。現在の「豊かさ」は表層的なもので、

環境問題がクローズアップされてきた背景にはその“気

づき”があったのであろうと思います。

これからの企業は社会の皆様からの信頼を得なければ存

続できないことに加え、もっと身近に、50年後の地球環

境がどうなっているのか、また子供や孫が生活する環境

がどうなっているかを考え、その中で今自分たちが何を

なすべきなのかを問う必要があるのではないでしょうか。

百貨店は「生活提案産業」であり、そこで働く従業員が

社会の皆様との
関わりの中で
当社では、2003年度から環境マネジメントシステム

（ＩＳＯ14001）を導入し、この仕組みの中で、従業員

全員が共通の認識を持って取り組みを行い、成果を上げ

られるよう環境活動を行っています。

商品やライフスタイル提案を通じ、日々の「くらし」に

おける環境改善の方法や考え方についてお客様と共有化

するための取り組みと、店舗運営における環境負荷を減

らす取り組みに加え、2004年度は、二酸化炭素の削減

策として、納品車の集約化を目的とした調達物流改革を

首都圏店舗からスタートしました。今後は順次全国への

拡大を計画していますが、この取り組みはお取組先まで

も巻き込んだ大きな動きになってきています。

また、店舗においては、お客様の利便性を高めるための

改革として、ＩＴを活用した新しいＰＯＳシステム、ギ

フトシステム、ICタグの開発・導入を進めています。こ

れらの取り組みは、お客様の利便性を追求した結果が、

環境にも好影響をもたらした事例です。

一人ひとりが認識を持って
企業は、社会とともにあります。常に「社会の役に立つ」

ことは何かを考え、実践していくこと、これが我々に求

められている責任です。こうした認識を全員が共有化し、

その上で実践できれば、我々がめざす「豊かなくらし」

も見えてくるのではないかと考えています。つまり、従

業員全員が「環境リテラシー」（※）を持って全ての仕事を

していくこと、これを環境活動のベースにおいて、社会

の皆様と共に、そして私たち自身の子孫のために引き続

き取り組んでいきたいと考えています。

株式会社　三　越

代表取締役社長

（※）環境リテラシー：環境問題を正しく認識し、解決に向けて取り組むマインド

を持ち、日々の活動や担当業務に環境の視点を組み込んで行動する能力
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Top Message

お客様から信頼される三越をめざして
―社会の皆様と共に、そして私たち自身の子孫のために―

「新しいビジネススタイルの提案として、自らクールビズを
実践し、社内外にアピールしています」



一番大切だと思います。商品に関するガイドライ

ンは自信を持って薦めるものを決めれば、他社

と比べる必要はありません。これぞ三越というも

のを出すのが一番カラーにあったものだと思い

ます。また、消費者が一番目にする機会の多いチ

ラシにも環境活動の情報が見えません。環境報

告書は一般の消費者は読みません。環境活動の

情報を上手に伝えるスマートな伝え方は他にも

たくさんあると思うので、そこを工夫して欲しい

と思います。メッセージ発信の積み重ねが私たち

の求めている環境ではないかと思います。

地域への貢献
岡村 地域との関わりの中での伝え方もあるのではな

いかと思います。ミニストップでは、「チャイルドイ

ンターシップ」という小中学生の職場体験教育を

始めました。まだ社会経験のない小中学生を教え

るのは大変ですが、受け入れて良かったという声

をよく聞きます。他に、15年前から小学校に花や

木の苗を寄贈している「花の輪運動」と、チャイル

ドインターシップを含めて2本柱で地域に根付き

たいと考えています。それ以外に「セーフティステ

ーション」という役割を担っています。普段は駆け

込み寺的存在にもなり、最近は地震のときなどに

コンビニとして、どこまで地域の役に立てるか検

討しています。百貨店の場合はコンビニと業態が

違うので同じことをするには難しいところはある

と思います。しかし百貨店と地域の関わりは地域

の活性化のような意味もあると思うので、コンビ

ニとは違う活動で地域貢献できると思います。

お取引先まで巻き込んだ活動
佐野 三越だけがりっぱになるのではなく、全てのお取

引先まで、三越はこういう精神でやっていると知

らせていくことが大切です。お取引先をどうやっ

て助けていくのか、どうやって環境に配慮するの

か、どうやったら人のことを考えた企業になれる

のかということも含め、三越がやらなければなら

ないことです。一番末端のところが一番私達に

近いのです。もしかしたら町の工場かもしれない

し、多分その先は発展途上国ではないかと思っ

ています。そこが一番大切であり、三越にできる

一番大きなところだと思います。

三越に期待すること
佐野 毎日の買い物の中で、もう少し見やすい店内案内

（フロアガイド）が欲しいと思います。お店の名前

店舗では感じられない
環境への取り組み
佐野 三越には、環境を頑張ってやっているイメージは

ありません。でもそんなイメージを出す必要があ

るのでしょうか？百貨店に行って買い物をすると

き、環境を求めて行くわけではなく、商品を買い、

さらにそれが環境に配慮したものならいいと考

えているので、無理してアピールすることはない

と感じています。数年前まではもっとアピールす

るべきだったかもしれませんが、現在では買い物

の後に、こんなこともやっていたのかと感じてい

ただいた方がよりスマートではないでしょうか。

岡村 百貨店全体でも環境活動に取り組んでいるとい

う印象がお店からは感じられません。

高岡 私も三越に限らず百貨店が環境活動に熱心だと

いう印象はありません。

ライフスタイルを通した提案
高岡 本質的に百貨店の場合、商品をいかに使ってもら

うか、さらに商品の一歩先にあるライフスタイル

をどう変えてもらうかという提案が事業の核とな

るべきです。それが明確になれば三越が提案し

たライフスタイルはかっこいい、おしゃれで、エコ

でも堅苦しくないと、伝わりやすくなると思いま

す。最近の百貨店ではライフスタイルの提案が見

えてきません。環境商品や自社の省エネ活動な

どの情報をいかに上手く伝えるかにとどまらず、

その商品を使うと日常生活がどのように素敵に

なるのか、といったライフスタイル単位の提案

をしてほしいと思います。お客様がどうしても買

いたいと思う瞬間とは、その先に使ったシーンが

見えている時ではないでしょうか。これができる

のが百貨揃っている百貨店の強みであり、それが

できないと他業種との競争で強みが発揮できな

いのではないかと思います。

田中 これからの新しい豊かさを提案していく時に、環

境が少し見えてきます。環境をストレートに主張

する商品が売れないのは、強迫観念が強いからで

しょう。それを使う暮らしが、お客様が豊かにな

り、地球も豊かになっていくという提案を、今後

進めていくライフスタイル提案に照らし合わせた

時に､どんなことができるかと考えています。

商品の表示や伝え方の手法
佐野 三越で環境配慮商品の提案をしていますが、あま

り目立ちません。特に環境を前面に出すのではな

く、もう少し丁寧に商品について説明して欲しい。

誰にでも分かる言葉で丁寧に見やすく書くことが

だけではなく、取り扱っている商品も含めて、

もう少し丁寧な紹介、私達の視点に立って店舗の

中での動きやすさを考えて欲しいと思いました。

高岡 買い物をした時に、他の売場で売っているものを

知らなかったりするので、中の風通しをもう少し

良くして欲しいと思います。全館あげて初めて百

貨店の競争力が出るということがあるので、全体

の統一性がより必要ではないでしょうか。また、

百貨店や化粧品会社というのは女性の役員率が

高くてもよさそうな業態なのですが、意外とそう

ではないですね。CSR的には従業員の登用の問

題まで含めて考えていく必要があるのではない

かと思います。

岡村 お客様に何をどうやって伝えたらいいかは、直接

話を聞くのが一番いいと思います。声を聞いては

じめて何を求めているかがわかってきます。社内

においても、ＩＳＯ14001の仕組みをうまく活用

し、常に社内外に発信していくと、社内の意識が

変わっていきます。

薗田 企業として何を伝えていくのかを、もっと明確にし

てはいかがでしょうか。キーワードは「お客様の豊

かな生活」。単に豊かさだけではなく、本当にお客

様の幸せにつながっていくのか、地域の人々の幸

せにつながっていくのか、あるいはもっと広い意

味で発展途上国も含めた世界の人たちの幸せに

つながっていくのか。「豊かさ」というキーワードに

ついて検討し、そこから環境につながっていくトー

タルのメッセージを伝えて欲しいと思います。

●三越　出席者

ス
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●出席者
NPO法人グリーンコンシューマー

東京ネット常任理事

立教大学経済学部 助教授

ミニストップ（株）
CA推進室 環境推進担当

司会（株）クレアン
代表取締役

佐野 真理子氏

高岡 美佳氏
岡村 幸代氏

薗田 綾子氏

2005年6月、初めての試みとして、消費者代表、
学識者、先進的な取り組みをする企業の担当者
をお招きして、「お客様との直接的なふれあい
を通じて、三越が環境にやさしい企業であり続
けるためには」をテーマにご意見を伺う会を開
催しました。

Stake holder dialogue

佐野 真理子氏

高岡 美佳氏

岡村 幸代氏

営業企画本部
営業政策部長

小泉　幸博

業務部長

赤松　憲

商品本部
商品企画部GM

田中　智子

第1回ステークホルダーダイアログ

キーワードは「お客様の豊かな生活」の提案

ステークホルダーダイアログを終えて
今回、初めてこのように外部の方のご意見を直接

お伺いする機会を得て、三越が百貨店として、お客

様に対して提案していかなければならないことが

多くあることに気づくことができました。これらの

課題について、今年度以降の取り組みに反映させ、

進捗状況は来年度のレポートにてご報告します。
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三越マイバッグ 
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取り組んでいます｡人にも､環境にもやさしいこと。

7

●グリーン購入推進
●包装資材への再生紙使用
●グリーンテープ使用による
簡易包装の推進

●三越エコスタンダード
包装編～15原則～実践

●三越マイバッグキャンペーン推進

●ＩＣタグ導入による適時・適品納品

●新POS導入による伝票レス化

●環境に配慮した商品の提案

●新ギフトシステム受注による
伝票削減

●廃棄物の分別徹底と食品廃棄物　
の削減に向けた計量

●地域活動
1クリーンアップ活動

2地域活動への参加

●コピー使用量管理

●トイレ･厨房施設への節水装置
の導入

●オフィスにおける事務用紙使用
削減と使用済OA用紙の再利用

●こまめな消灯

●サービス介助士によるお買物の
サポート

●身体障害者補助犬の受け入れ

●店内施設のバリアフリー化の推進

●調達物流の集約化
●ハンガー納品
●通い箱（オリコン）納品



とする本格展開がスタートした。

ラインナップは大久保の婦人カットソーとブラウスに加

え、紳士ニットやカットソー、タオルやケットまで幅広い

展開となった。こうした稀にないタイトなスケジュール

の中では、やはり結果は思うようにでない。そんな時、

本部長から投げかけられた『どの店舗の、どういうお客

様のために、この商品をつくったのか』という言葉が今

も大久保の心に残る。「まさに、そう。完全な失敗でした。

イメージしたお客様に素材、商品の良さが伝わらなかっ

た。」と彼は語る。「海島綿、エジプト綿、アルバレスオー

ガニックコットン・・・コットンの需要はなくならない。お

2003年冬、三越環境配慮（エコファント）商品である

「無染色カシミヤ」の展開は予想を上回る成功を収

め、企画から開発に携わった担当者たちは確かな手応え

を感じていた。そして、このカシミヤに続く「素材」企画と

して、2005年春の展開に向け「コットン」企画が浮上し

た。しかし、コットンといえども多種多様。三越が提案す

るコットンとは…の問いかけに、「生産者の顔が見える、

上質なものをつくること」、つまり、原料産地―紡績メー

カー―製造メーカー―小売、を結んだ商品開発を実現す

ることで、お客様に安心・安全な商品をお届けできるの

ではないか…。2004年7月、新たな取り組みがスター

トした。

原料には、米国オーガニック認証機関ＮＭＯＣＣの認証を

受けた、米国・ニューメキシコ州の農場「アルバレスファ

ーム」の有機栽培による高品質の超長綿を選定。一般に

コットンは大量に農薬を使う農作物。製品化されるまで

もさまざまな化学物質を使用している。が、ここアルバ

レスファームでは枯葉剤や化学物質を一切使用せず、て

んとう虫とにんにくを使ってオーガニックコットンを害

虫から守り、通常の何倍も手間をかけている。そして収

穫から製品化までの一貫した配慮により、化学物質の使

用は極力抑えられている。そのため吸湿性・耐久性に富

み、洗濯を繰り返しても、ふんわりとした風合いが落ちに

くい。厳しい自然界で戦い抜いてきたコットンだけがも

つ力が、こうした製品の魅力につながっている。

婦人服バイヤー・大久保洋に、アルバレスファームの

オーガニックコットンの話が届いたのは11月。彼

は入社以来、店舗の婦人服売場を経験し、5年前より現

職のセーター・ブラウスの商品開発に携わっている。し

かし、今回の企画では素材が特定されているという難し

さがあった。「これを使って何をつくるか？」彼の頭に考

えが巡る。そして、デザイナーや本店の売場との話し合

いを重ね、型サンプルと生地見本を同時に仕上げていく。

アイテムはカットソーとブラウス。価格設定も困難を極

めるが、年明け、いよいよ生産。3月には本支店14店舗

で一部の商品が売場に並んだ。

5月10日「コットンの日」から2週間を「コットンフェア」
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素材にこだわりつづける。

客様に良さを伝え喜んでいただける商品で日本一の売

場をめざす。今年の借りを返したい」。今、大久保は

2006年の春夏に向け動き始めている。

商品本部・
ファッション担当（婦人第1部）バイヤー

大久保 洋

'80年入社 日本橋本店 実用品売場配属、

紳士担当を経て婦人担当へ。

'91年広島店、その後横浜店を経て '00

年より現職、婦人服のセーター、ブラウス

を担当。

そして三越の「カシミヤ」へのこだわりを紹介したタ

ブロイド版の新聞広告も制作しました。

2004年の「無染色カシミヤ」の売上結果は、全体で

前年比65.7％と順調に伸びており、婦人服では

74.3％、紳士服では35.0％となりました。2005年

のカシミヤの買い付けも既に終了。上質なカシミヤ

をナチュラルな風合いとデザインで提案します。

■ナチュラルな無染色カシミヤ
人気の高いカシミヤ製品ですが、素材にこだわり、三

越ならではの上質な製品を提案しています。

特に2003年6月に、三越環境配慮（エコファント）商

品に認定された「無染色カシミヤ」は、厳しい検査基準

をクリアした良質なテキスタイル商品にだけ許され

る、国際認証ラベル「エコテックス規格100」を取得し

た素材を使用しています。

自然のままの色を生かし、ホワイトカシミヤとブラウ

ンカシミヤをブレンドし、やさしい印象を表現できる

無染色カシミヤ。原毛を染色しないことで繊維のダメ

ージを抑えられるため、カシミヤ本来のやわらかで滑

らかな着心地が楽しめるのが特長です。

2003年に続き2004年は紳士服・婦人服ともにアイ

テム数を増やし、従来のセーターだけでなく、マフラー

や手袋などの提案もしました。

「素材」にこだわった三越のコットン 
選りすぐられた商品たちには語りつくせない物語が
あります。人とモノ、その素晴らしき出逢いを素敵に 
演出する三越が、上質のコットンをご紹介いたします。 

このここちよさ、ほかにない。 

超長綿を 
ご存知ですか？ 

超長綿とは繊維長35mm以上の長い繊維で、 

世界生産量のわずか3％しか取れない 

希少な繊維です。 

三越はこの希少な素材を使用した 

商品を開発、提案いたします。 

素材提供：大正紡績（株）・日清紡績（株） 

三越の 
コットンフェア 
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タブロイド版新聞広告 千葉店婦人服売場

素材にこだわりつづける。

REPORT



トカードが添付されていた。「まず従業員がエコ意識を

持つこと」と井野瀬は言う。そしてその翌週、小さいテ

ーブルに「Ｍｙ箸キャンペーン」のＰＯＰと商品が並ぶ。

「身近なことからはじめてみませんか」と、使用済みの割

り箸を減らすために従業員へ「Ｍｙ箸」の持参を呼びか

ける。一人ひとりが一生活者としてエコ意識を持つこと

で、全体の意識が高まる。そうならなければ、お客様に

も何も伝えることはできない、と考えた。

環境に配慮した商品…例えば、自然への配慮のある

商品、再利用への配慮のある商品、安心・安全・健

康への配慮のある商品…これまで売場の中で埋もれて

いた商品について、販売員が少し環境意識を持つことで

取り組みが変わってきた。

2000年4月、銀座店７階リビングフロアに新しい風

が吹き込んだ。家庭用品雑貨売場の「リミックス」。

「ここには、どこの売場にも当てはまらないけれど、スパ

イスの効いた商品が集まってきている」このフロアのプ

ランニングスタッフ・井野瀬章は言う。そして彼自身、

2002年に「国境を感じさせない新しいものを提案する」

をコンセプトにした、取扱商品点数約1,000点の「エト

ランジェ・ディ・コスタリカ」をオープンさせた。一見個性

的に見えながらも、ベーシックであり、とてもお茶目で、

心地よい商品が集積している。その井野瀬が、環境マネ

ジ メ ント シ ス テ ム

（ISO14001）の取り

組みが始まった2003

年、自分たちの商売の

中に、どんな環境影響

があるのかを調べるこ

とになる。各メンバー

とのヒアリングを通じて知ったのが、環境に配慮した商

品が予想以上に存在していること。普段何気なく販売し

ていた商品が、くらしや、環境にやさしいと気づいた彼

は、この商品を、どう、お客様に伝えていくのかについて、

考え始めた。

2005年6月の環境月間。従業員の食堂・休憩室横

に2台のガラスケースが並べられた。ケースの中に

は銀座店で展開中の環境に配慮された商品の一部。そ

こには商品一点一点に、商品の特性が書かれたサジェス

2005年6月18日、リビングフロアの南側にライフ

スタイル提案型のインテリアショップ「ラ・クロワゼ」

がオープン。素材、デザイン、サイズを選ぶことができ、

テーストの異なる家具や雑貨が融合された新鮮な売場。

なぜか､妙に落ち着く。「今は環境に配慮した商品はあり

ません。今後はそういう商品も見えてくるでしょう。この

売場には外光が入ることで心地良さや安心感があると思

う。結局、私たちは自然を求めているのではないか」「な

かなか体のゆとりはないけれども、気持ちにゆとりを持

って欲しい。持っていただけるような、売場づくりの中

で環境にもやさしい商品やライフスタイル提案をしてい

く」と井野瀬。まさにエコはライフスタイルそのもの。

「エコ」と力まずともできる。そして銀座の真ん中で発信

をしていくことが、格好良く感じる。「今後も限られた売

場でも諦めずに取り組む。やることが大事。」そう井野瀬

は、とても自然体で語ってくれた。
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携帯用のMy箸

■「チーム･マイナス6％」に参加登録
2005年4月末、環境省は京都議定書の発効に伴い温

室効果ガスの1990年対比マイナス6％の削減にむ

け、小泉首相をリーダーとする「チーム・マイナス6％」

を立ち上げた。

三越ではこの「チーム・マイナス6％」に登録し、目標達

成に向けた活動テーマのもと、継続して取り組みを実

施している。特に6月には、環境省が提唱する「クール

ビズ－夏のオフィスの冷房温度を28度としても快適

に、格好よく過ごせる夏の新しいビジネススタイル」に

ついては、全店、事業本

部において社内「省エネ対

応ガイドライン」の徹底と、

売場での商品提案を実施

した。

■「クールビズ」展開！
4月27日、環境省は地球温暖化防止に向けた夏の新

しいビジネススタイルとして「クールビズ」の推進を記

者発表した。

池袋店では紳士用品売場の赤川と杉田を中心に、ディ

スプレイに環境省指定の「クールビズ」のロゴを使い、

売場に統一感をもたせ、4月末より展開をスタートし

た。環境月間の6月に入り、ＩＳＯ通信などを使い社内

教宣も実施し、お客様に「クールビズ」のための具体的

提案をするために、販売員自らスタイルを実践。マス

コミ報道も追い風となり、ドレスシャツの前年比は＋

38.0％と好成績をおさめた。

7月からは、ネームプレートに貼付できる「クールビズ」

プレートを導入。三越としての地球温暖化対策への取

り組みをお客様にアピールした。

池袋店 営業第3部

赤川豊幸

身近なことからはじめよう。身近なことからはじめよう。

商品にエコサジェストカード

池袋店 営業第3部

杉田明彦

「チーム･マイナス6％」
新聞広告

銀座店7階 リビングフロア

'76年入社 日本橋本店家具・電気売場配属。その後食器売場へ。倉

敷店リビング売場を経て、'99年に銀座店へ。'05年より現職。

銀座店 営業第4部（生活雑貨）プランニングスタッフ

井野瀬 章

池袋店5階 紳士服売場

三越の新聞広告
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■「わたし、家族、自然」
～北の国から学んだ朋子流ナチュラルライフ～

「はじめよう、家族と自然にやさしい暮らし」をキーワー

ドに、2004年7月に創刊した雑誌『ｅｃｏｍｏｍ～エコマ

ム』（日経BP社刊）が2005年3月にリニューアル、新創

刊されました。このリニューアルに際し、名古屋栄店に

おいて日経ＢＰ社、日本環境協会（エコマーク事務局）、

三越の三社でイベントを開催しました。会場では誌面に

も登場した女優の中嶋朋子さんが、ドラマ「北の国から」

に出演した経験を基に、家族に対する思いや、ライフス

タイルの中にある自然への思いを語っていただきまし

た。トークショーの会場ではエコマーク商品と、各売場

で展開中の環境にやさしい商品を紹介しました。

■ジョアン
生産者の顔が見える「野菜パン特集」

2004年5月と11月に全店で

展開しているパンの「ジョアン」

では「安心、安全」をテーマに、

契約農家から仕入れた“生産者

の顔が見える”野菜を素材に、

こだわりの「野菜パン特集」を

開催しました。不足しがちな

■事業本部での取り組み
法人外商本部

〔建装営業部〕

環境改善の視点から「三越建装エコインテリアガイドラ

イン」を2004年12月に導入しました。このガイドライ

ンはライフサイクルにおける環境負荷軽減という考え方

をベースに、材料の選定やエネルギー効率、廃棄物管理

などの指標を示すことで、お客様に安心で安全にお過し

いただける心地良い空

間を提案することを目的

に作成されました。

営業から企画、設計、施

工に関わる社内教宣も

実施し、日々の業務の中

で意識をもって取り組ん

でいます。

〔ユニフォーム部門〕

お客様のご要望と着る方にご満足いただけるユニフォー

ムづくりを第一に、循環型社会に対応した取り組みを始

めています。2004年の取り組みでは、2005年3月に

開幕した「愛・地球博」の「三井・東芝館」で使用されてい

るアテンダントの女性と事務局の男性のユニフォームで、

東レが開発した再生ポリエステル繊維を使用し環境に配

慮。一方、機能面でも、会期中の気候変化に着目。真

夏時の涼感にポイントをおき、アウターの袖を取り外

し可能にするなど、着る方の心地よさにこだわり、各所

に工夫を施しました。デザイン面もパビリオンのイメ

ージに合うものを具現

化しました。

このように企画からデザ

イン開発、納品、アフター

フォローに至るまで、一貫

した体制で取り組んでい

ます。

〔営業部〕

採用された商品を含む環

境に配慮した商品を、ご

来社されたお客様にご覧

いただけるよう、法人外

商本部受付にて、ご紹介

しています。

通信販売事業本部

発行する年間カタログ815万部は大豆油インキと古紙

配合率70～100％の再生紙を使用しています。2004

年6月から透明フィルムをプレス加工した表紙を、ニス加

工仕様（「エコマーク」認定）に変更しました。カタログの

お届けに際して使用している袋は、焼却時にダイオキシ

ンの発生しにくいポリエチレンを原料として使用してい

ます。また、不要となったカタログは2004年4月より再

利用業者を通じて、トイレットペーパーや新聞紙等にリサ

イクルされています。

通信販売のご注文のほとんどがご自宅届けであることか

ら、お届けには簡易包装を実施し、配送箱についても

100％再生紙を使用、商品を保護するための緩衝材に

は、土に還るトウモロコシ澱粉からできた「エコフォーム」

を使用しています。また、2005年2月からは配送伝票

を従来のプラスチックフィルムから紙製に変更しました。

商品面では、2004年4月から三越環境配慮（エコファン

ト）商品の取り組みを開始し、2005年2月現在31企画

が認定されました。

野菜を手軽に美味しく食べていただきたいという思い

が、今回の企画につながり、ご好評いただきました。

■『ＣＯ2削減
／ライトダウンキャンペーン』実施

2005年6月18日(土)・19日(日)・21日(火、夏至)の3

日間、環境省が地球温暖化防止を目的にライトアップ施

設や家庭の電気を消すよう呼びかける「ＣＯ2削減／ライ

トダウンキャンペーン」が今年も実施されました。特に

6月19日(日)の20時～22時の2時間は「ブラックイル

ミネーション2005」として、全国のタワー等のライトア

ップ施設やコンビニエンスストア等の商業施設が一斉に

ライトダウンをしました。三越のほとんどの店舗が、キ

ャンペーンステッカーを掲出し、キャンペーンに参加し

ました。
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三越建装エコインテリアガイドライン

ニス加工された
「三越カタログ2005秋号」

「快適生活人」の
エコファント商品ページ

配送伝票

三井・東芝館ユニフォーム

三井・東芝館

ジョアン
「野菜パン特集」リーフレット

「ブラックイルミネーション2005」
ステッカー

2005年3月号ecomom
（日経BP社刊）

名古屋栄店トークショー
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ライフスタイルの中にエコはある。ライフスタイルの中にエコはある。



豊かで便利な暮らしを追い求めた20世紀。その結

果として環境問題が地球規模の大きな課題となっ

てきた。

大阪万博から35年ぶりとなる、21世紀最初の国際博覧

会「愛・地球博」のテーマは「自然の叡智」。自然の素晴ら

しさにふれ、これからの人間と自然の共生について考え

を深める博覧会だ。

「愛・地球博」三越総括責任者の浜田　均。'77年入社。

池袋店食品部に配属となり、旅行事業部を経て、'90年

に営業開発本部へ異動。初めて国際イベントに携わるこ

とになる。元来、企画や開発などに興味のあった浜田。

'70年の大阪万博へも「月の石を見たい」その思いで6

度、足を運んだという。

その彼が、三越で、数々の博覧会を手がけていくことに

なるとは、彼自身も考えてもいなかった。'90年「大阪・

花博」を皮切りに、'91年「世界陸上」、'92年「バルセロ

ナオリンピック」、'98年「長野冬季オリンピック」、'00年

「淡路花博」など数々の国際博覧会やイベントを経験。

浜田は公式売店運営を中心に、その手腕をふるい活躍し

てきた。そして、こうして積み重ねられてきたノウハウに

対する、博覧会協会からの期待は大きく、今回は公式記

念グッズの売店運営、「三井・東芝館」の運営に加え、博覧

ることとした。それは売店においても例外ではなかっ

た。浜田は施工業者との調整、検討会を繰り返し行い、

協会の定めるガイドラインに沿った店づくりをすすめ、

3Ｒをコンセプトとした売店運営を行った。例えば、床

のクロスには再生資源（再生塩化ビニル）を、天井・

壁のクロスにはエコマーク取得商品を使用。什器等は

再利用ができるリースのものを、照明器具等や事務用

機器については、エネルギー効率の良いものを使用す

るとともに、会期終了後には再利用を予定している。

会協会へのスタッフ出向による運営協力など、業務は多

岐に亘っているが、総括責任者として、その一つ一つを

丁寧にまとめ上げている。

しかし、今回の博覧会は、今までとは明確に違った

点があった。「愛・地球博」のサブテーマの一つに

は「循環型社会」が掲げられていた。協会はガイドライン

を定め、自然環境の保全や「3Ｒ（スリーアール）」－廃棄

物の発生抑制（リデュース：Reduce）、再使用（リユー

ス：Reuse）、再生利用（リサイクル：Recycle）を徹底す

また、店内冷房においては、博覧会協会が会場内（一部

を除く）に7度の冷水を送り込む大型システムからの供給

を受けることで、個々のエアコン室外機を無くし、熱・二

酸化炭素の排出に配慮。来店されたお客様には分かりに

くい部分ではあるが、こうした細かいところへの配慮に

より、サブテーマの具現化に努めた。
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浜田さんとともに準備段階から参加し、2004年11

月に開幕準備のため本格的に名古屋入りしました。業

務は売店運営の統括。そして、博覧会協会やお取組先

との窓口を担当しています。

「愛・地球博」のテーマは「環境」。売店運営に当たって

は、協会が策定したガイドラインに基づき、どのような

環境配慮をするべきかについて勉強会などを繰り返し

てきました。あわせて、着任と同時に売店商品の選定が

始まりました。

5,000種類はあるかと思われる商品リストから、来場

の記念になる商品を一つ一つ選んでいきます。もちろ

ん、商品は環境に配慮された商品です。しかし、お客様

には「環境に配慮されている」点がなかなか伝わらな

いため、環境に配慮した

商品づくりのポイントを記

載したポスターを売店内

に掲出し、来場されたお

客様に少しでも意識を持

って、商品を手にしていた

だけるようアピールして

います。
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三井・東芝館

■売店運営での配慮

'90年入社。新宿店服飾雑

貨部配属。その後、'99年に

営業本部販売計画部に異

動。'00年「淡路花博」、'01

年「うつくしま未来博」、'04

年「浜名湖花博」の売店運営

を統括し、'04年11月より

現職、現在に至る。

「水冷式」冷房
左：送受水管
上：水温計

「愛・地球博」売店統括

吉野昭彦

共感の環が広がっています。共感の環が広がっています。

「愛・地球博」三越総括責任者

浜田　均

店内に掲出されている環境配慮のポイント

三越公式記念品ショップ
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■新ＰＯＳシステム導入への取り組み
三越ではＰＯＳ※レジスター（以下ＰＯＳ）システムを5～7

年周期で更新しており、同時に「働き方を再度見直す」機

会にもなっています。今回の新ＰＯＳシステムは「お客様

に親切なＰＯＳ」をコンセプトに開発、導入しました。

※ＰＯＳ（ＰＯＩＮＴＯＦ ＳＡＬＥＳ）情報システム：商品を販売するごとに商品
の販売情報を記録し、集計結果を在庫管理やマーケティング材料として用

いるシステム

■04ＰＯＳプロジェクト発足
新ＰＯＳシステムは2004年導入をめざし「04ＰＯＳ」と

名付けられ、それに先立ち、2003年3月に04ＰＯＳプ

ロジェクトが発足しました。

■環境への配慮
04ＰＯＳ導入に伴い、環境負荷軽減の面でも大きな成果

が得られました。一点目は伝票類の削減です。

従来各売場では、お買上げ品の入金時に伝票を使用する

場合があり、販売員が伝票を記入している間はお客様を

お待たせしていました。04POSは、このお待たせする

時間を短縮するために一部を除き「伝票レス」（伝票を使

用しない）を実現することで、結果、1年間で約180万枚

の伝票（紙資源）の削減につながりました。

二点目は、ジャーナル（取引記録）の削減です。従来のPOS

では、紙のロールで取引内容を記録していましたが、電子

データで保管する「電子ジャーナル化」されたことで、1年

間で約140万ロールの紙のジャーナルが削減されました。

三点目は、04POS自体が環境対応機器であることです。

本体自体小型化されており、しかも節電機能を備えた省

エネ設計であること。使用されている素材も再生可能な

プラスチック100％のリサイクル素材で、廃棄後も

87％という高い再資源化率になっています。

■「フロントＰＯＳ」機能の考え方
「フロントＰＯＳ」とは、お客様の面前で商品登録を可能に

し、計算機での手計算も不要、カード決済での精算も行え

るという機能を有した「ＰＯＳ」という考え方です。従来のＰ

ＯＳでの入金は、ほとんどのＰＯＳが売場の奥まったカウン

ター内に設置されており、販売員が入金のためにお客様

の傍を離れ、お待たせするということが日常的に発生して

いました。04ＰＯＳにおけるモバイルＰＯＳ「Ｂ－ＰＡＤ」は、

携帯型で、お客様の面前で登録、計算、精算が可能となっ

たことでお客様の利便性が飛躍的に高まりました。

銀座店では、クレジットカード決済が多いということもあ

り、導入当初よりモバイルＰＯＳを活用していますが、「お

客様には大変ご好評頂いている」という声が多く寄せら

れました。お待たせしないのはもちろんのこと、目の前

でクレジットカード決済ができるので、安心してお買い物

いただいています。

モバイルＰＯＳについては、試験運用を経て、今後も更に

多くの売場への導入を検討しています。

■新ギフトシステムの導入
中元・歳暮のギフトセンターに導入されていたギフトシ

ステムは注文内容を電子データ化することにより、商品

お届けまでのリードタイムの短縮や伝票等の紙資源の削

減にも寄与していました。2005年の中元期より、首都

圏の各店舗では、このシステムをバージョンアップした

新しいギフトシステムを導入しています。従来は中元や

歳暮期のギフトセンターに限られた使用しかできません

でしたが、新ギフトシステムは一年を通して、ギフトセン

ター以外の売場でも使用が可能となり、多様なギフトの

ご注文にもスピーディーに対応できるようになりました。

また、個人情報保護などセキュ

リティ面の強化にも配慮したシ

ステムとなっています。2007年

以降、全国の三越各店舗に随時

導入していく予定です。
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導入前 

●伝票を起票 

電子ジャーナル 

モバイルPOS端末 一般POS端末 

●旧来の 
　POSレジスター 

140万ロール／1年間 
●ジャーナル 

レシートに 

電子データで保存 

小型化  再生素材 

導入後 

お待たせ 
しない 

紙資源の 
削減 

環境対応 
機器 

字を大きくして読みやすく 
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もっとお客様にやさしく、
新POSシステムの導入！
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＜各店導入日＞ 
2004年 9月6日   ：日本橋本店 

　　       10月4日   ：銀座店､千葉店､恵比寿店､ 

　　　　　　　　　　  多摩センター店､吉祥寺店 

　　　　 10月25日 ：池袋店､仙台店､札幌店 

2005年  1月24日 ：広島店､高松店､松山店､ 

　　　　　  　　　　福岡店､鹿児島店 

　　　　  2月21日  ：新宿店､名古屋栄店､ 

　　　　　  　　　   名古屋星ヶ丘店､ 

　　　　　　　　　　　 新潟店　　 

　　　　　  　 

2002年11月 

2003年3月 

2003年7月 

2003年11月 

2003年12月 

2004年6月 

2004年9月 

2005年2月 

準備委員会の立ち上げ。 
ヒアリングの実施。売場の 
要望､問題点の収集。 

04POSプロジェクト発足。ヒアリング結果を 
踏まえ､仕様検討を開始。 
 
 

仕様が確定し設計着手。 

開発開始。 

マニュアル作成開始。 

システム検証。 

教育スタート。 

導入スタート（日本橋本店） 
 
 

全店導入完了。 

STEP

STEP

STEP

STEP

STEP

2004年4月 

04POS教育風景

20

40

60

80

100

0
導入前 導入後 

67.0

8.2

24.8

54.7％ 

2,387.6t-co2
CO2 
排出量 
構成比(%)

43.3

0.2

1.7

0.1

1,080.9t-co2
物の使用量 

ネットワーク 
データ通信量 

IT･ネットワーク 
機器電力 

オフィススペース 

960世帯分の 
年間消費電力削減 
効果に相当！ 

1,306.7t
CO2削減量 CO2排出量 

CO2排出量 

ギフトセンターカウンター
での運用

●新POSシステム導入による改善

▲この新POSシステム（富士通製）の導入効果を､二酸化
炭素排出量に換算する富士通の環境影響評価手法（導
入前後の環境影響を物の消費、人・物の移動、売場・倉
庫の使用スペース、電力使用量、データ通信量、廃棄物
量に置き換え評価するもの）での試算結果です。
試算では、導入に伴い、二酸化炭素排出量は1,306.7ト
ン削減され、導入前と比較すると54.7％の削減につな
がっています。

●新POS導入によるCO2排出量推移

2003年3月の発足から早

2年以上が経ちました。

お客様に親切なPOSの実

現に向け、業務全体の見直

しから、開発、教育に至る

まで数々の苦労がありまし

た。2005年2月、全店への導入も終わり、現在、更な

る活用と定着に向けた活動を継続しています。

04POSの導入を終えて

業務部システム統括担当
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■ITを活用した流通オペレーション改革
三越では、各お取組先との間に情報ネットワークを構築

し、お客様の「欲しい」商品が売場で品切れすることがな

いよう、ＩＴを活用して生産からお客様に至るまでの流通

オペレーションのムリ・ムダ・ムラを省くＳＣＭ（サプライ

チェーン・マネジメント）に取り組んでいます。

1単品管理＆自動発注システム

商品の型・色・サイズ毎の販売・在庫状況を把握する

｢単品管理システム｣を百貨店業界で最大の380売場、

1,150万単品（2005年8月現在）の規模で展開してい

ます。また、この単品管理データを活用した｢自動発注

システム｣はスピーディーで正確な発注を可能にし、品

切れを防止しています。

2検品レス・伝票レス

お取組先250社以上との間で進めているＥＤＩ※を活

用した「検品レス・伝票レス」での納品は、物流コス

トの削減や納品のスピードアップ、販売員の接客時間

拡大に結びついています。
※EDI：商談から決済までを電子データで交換する仕組み

3百貨店e―マーケットプレイス・2次元シンボル仕入伝票
三越はインターネットを利用してお取組先との情報を共

有化する「百貨店ｅ－マーケットプレイス」の推進や、仕

入伝票の情報を2次元シンボル（情報をコード化したシ

ンボル）に収納して仕入業務の電子化を実現する「2次

元シンボル仕入伝票」の開発など、百貨店業界全体で利

用可能な流通オペレーション改革を推進しています。

これら流通オペレーション改革では、従来お取組先との

関係の中で不明確であった商品の納品数、販売数につい

ても、正確に共有することが可能になりました。現在、売

れ筋アイテムを安定的に確保できるよう、お取組先との間

でこれらのデータをもとに、納品数と販売数を契約する

新しい取引制度の導入などの取引改革も推進しています。

■環境への配慮
2004年度流通オペレーション改革による仕入伝票削減

は48万枚、2次元シンボル仕入伝票への切り替え枚数は

95万枚に達し、大きく紙資源の削減に寄与しました。

■ ICタグの活用によるサービス向上
ＩＣタグとは超小型ICチップの情報を無線でやり取りする電

子荷札であり、流通の仕組みやサービスを大きく変貌させ

ていく可能性を秘めています。

日本橋本店の婦人靴売場では、色やサイズのバリエーショ

ンが多く、品切れや欠品、倉庫内の在庫確認でお客様をお

待たせするなど課題を抱えていました。その課題を解決す

るため三越は経済産業省の「平成16年度電子タグ実証事

業」に参画しました。この取り組みでは、婦人靴売場にＩＣタ

グを導入することで、お客様へのサービス向上の効果性を

検証するために、2004年10月から実証実験を行いまし

た。その結果、期間中（10月～3月）の売上は、前年に対し、

約10％増、お客様から高い評価をいただき、その効果性が

確認できました。2005年4月より業界初となる実用化を

開始し、ＩＣタグの機能を活用して品切れ防止・お待たせし

ない売場の実現をめざしています。

■百貨店初の食品トレーサビリティの
実証実験を実施

2005年2月、日本橋本店の精肉売場とフルーツ売場で

「トレーサビリティ（追跡管理）」の実証実験を実施しまし

た。この実験は「食品の安心・安全」に対する関心が高ま

る中、農林水産省および総務省の支援のもと「いつ、どこ

で、どのように生産・流通されたか」を確認できる仕組み

を構築し、その効果性を評価するためのものです。実験

では単に生産・流通の履歴だけでなく、「うん蓄やおいし

い食べ方」などの情報も提供。この実験で得たノウハウ

をもとに、今後、本格導入の検討を進めていきます。
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お客様へのサービ ス向上に向けて、
IT活用による流通 オペレーション改革
お客様へのサービ ス向上に向けて、
IT活用による流通 オペレーション改革
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販売員が接客 
しながら 
在庫照会 

A社 

C倉庫 

B社 

お客様自身が在庫照会 

お
客
様 

店
内
倉
庫 

接客時にサイズや在庫 
調べに数回バックヤー 
ドを往復する 
（1接客時に2～3回） 

店内倉庫で商品を 
探すのにも時間がかかる 

百貨店の店内倉庫の
在庫有無だけでなく、
取組先の倉庫の在庫
確認も可能にする 

導入前 導入後 

●ＩＣタグを利用した新システム

●実証実験の効果
（販売員一人の一日平均数値）

1商品検索回数　28回

2倉庫往復回数　－25%(20回⇒15回)

3接客回数　　　＋31%(10.8回⇒14.1回)

4販売点数　　　＋25%(7.2足⇒9.0足)

5接客時間 －40%(15分⇒6分)

6在庫検品時間　－73%(15分⇒4分)

●ICタグを利用した新システムのポイント
1お客様がこの専用端末の上にICタグの付いたお気に入りの婦人靴を置くと、

瞬時にタッチパネルの画面にその靴の｢絵型｣「色」「サイズ」を表示。簡単な操

作で｢ご希望のサイズの在庫の有無｣が表示される。また、｢色違い｣「サイズ

違い」「類似商品」なども検索可能。

2販売員の持つ携帯端末（ＰＤＡ）ではインターネット経由で仕入先の倉庫在

庫も確認でき、お取り寄せなどスピーディーな対応が可能。

3商品絵型付で｢問合せの多い商品｣「売り逃しの多い商品」など今まで

POSではとれなかった商品情報や潜在需要の情報が把握可能。

2次元シンボル仕入伝票
（A4判1枚）

従来の仕入伝票（6枚綴り）
●仕入伝票の変更

ＩＣタグによるリアルタイム

在庫管理システムを導入し

て「お待たせしない婦人靴

売場」の実現が見えてきま

した。今後もチーム一丸と

なって、「売場活性化なくし

てSCMの完了なし」をキーワードに、最新のＩＴ技術を活

用してお客様サービスの向上に努めます。

さらなるIT技術の活用をめざして

ＩＣタグ

商品本部 商品システム推進部

2次元シンボル

日本橋本店新館地下2階フルーツ売場
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■業務品質の向上に向けて
今回、調達物流業務を指定納品代行会社にアウトソーシ

ングしましたが、その際、納品代行の業務品質も大きな

課題でした。指定納品代行経由の納品商品「抜き打ち検

品」を実施し、発注した商品が間違いなく売場に並べら

れているかを指定納品代行会社と検証し、導入後も納品

精度を少しでも高めるよう日々努力を重ねています。

■百貨店全体での取り組みに
食品・食品以外の全ての商品の納品を指定納品代行に集

約し、車両の削減と納品リードタイムの短縮を図る、とい

う三越の取り組みは、2004年百貨店全体での取り組み

として動き出しました。関東百貨店協会は、この三越の

取り組みを他社にも拡げるべく、協会挙げて推進したこ

とにより、2005年5月には「都環境賞知事賞」を受賞し

ました。

三越は今後も他社と協働し、全国で環境に配慮した持続

性のある納品形態醸成の基盤づくりもすすめていきます。

店
舗
で
の
取
り
組
み

導入前 導入後2004年5月の状況 2004年6月以降の状況

取組先 
A

取組先 
B

取組先 
C

取組先 
D

取組先 
E

取組先 
A

取組先 
B

取組先 
C

取組先 
D

取組先 
E

導入後 導入前 

三 越 三 越 

指定納品代行による 
高効率・集約輸送 

指定納品代行による集荷も行います 

指
定
納
品
代
行
の 

セ
ン
タ
ー 

多頻度少量納品の増大による 
交通量の増加 交通量の減少 

●指定納品代行制度導入による改善

日本橋本店：食品以外･食品･レストラン 
新宿店・銀座店・池袋店・横浜店・千葉店・恵比寿店 
多摩センター店・吉祥寺店：食品以外 

名古屋栄店･星ヶ丘店 
：食品以外･食品･レストラン 

2005年2月3日 

2005年2月導入に向けた 
指定納品代行制度に関する 
説明会を実施 

2004年9月 

札幌店･福岡店･仙台店･高松店･松山店･ 
広島店･鹿児島店･新潟店･ 
首都圏サテライト店･提携店一部 

：食品以外･食品･レストラン 

2005年9月1日以降 

2004年6月1日 

銀座店・池袋店・千葉店・恵比寿店 
多摩センター店・吉祥寺店：食品・レストラン 

2005年3月1日 

2003年9月1日 調達物流改革プロジェクト発足 

2003年10月 2004年6月導入に向けた 
指定納品代行制度に関する説明会を実施 

2004年3月1日 調達物流改革プロジェクトから「業務部物流統括担当」へ 

2004年4月 お取組先納品形態実態調査を実施 

●導入のステップ

MITS
UKO

SHI

環境へ
の取り

組み

REPO
RT 07

同じ場所
でも明らかに
車両が減って
います。

1環境負荷の軽減と法規制への対応
●指定納品代行会社への納品集約による車両の削減を実施
し、交通渋滞の緩和を図ります。

●店舗周辺の違法駐車の排除を進めます。
●排気ガス規制への対応を推進します。

2お客様の視点に立ったマーチャンダイジングのサポート機能
●開店前納品を推進し、リードタイムの短縮と品揃えの充実を図ります。

3販売員の在席時間確保によるお客様へのサービスの向上
●販売員の物流関連業務を削減し、接客時間の拡大を図ります。

日本橋からト ラックを減らす
調達物流車両の集約化
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■調達物流車両集約化に向けた取り組み
従来三越への納品は、推薦納品代行経由、東雲センター

（三越の商品センター）経由、お取組先の車両による直接

納品、路線便による送り付け納品という多岐に亘る形態

で実施されていました。

この中から出てきたのが多頻度少量納品の増加に伴う納

品車両増大の問題でした。納品車両数の増大により、店舗

周辺の環境、交通事情への影響が看過できない状況にな

ってきたのです。2004年10月の日本橋本店新館のオー

プンに当たり、納品車両の違法駐車の改善指導を行政よ

り受けており、三越として最優先で取り組まなければなら

ない課題としてクローズアップされてきました。

この問題への対応として、2003年9月「調達物流改革プ

ロジェクト」を立ち上げました。

このプロジェクトの使命は多岐に亘る納品を指定納品代

行経由に集約し、環境への配慮と危険防止を図ること、

同時に開店前の納品割合を高めて店頭品揃えの充実をめ

ざし、お客様の利便性を高めることにありました。この

「指定納品代行制度導入」に向け、まず最初の取り組みは

日本橋本店新館のオープンに照準を合わせ、2003年

10月からスタートしました。

■「新館」オープン！納品車両集約へ
2004年3月、プロジェクト対応から正式に専任チーム

となった本社業務部物流統括担当は、日本橋本店のお取

組先を対象に指定納品代行利用へのご協力依頼を中心

とした「説明会」を何度も開催し、アパレル、雑貨から食

品のお取組先まで一体となった集約化を進めました。そ

の結果、指定納品代行利用のお取組先比率は、食品（レ

ストランを含む）で導入前の11.9％から40.5％に、食

品以外では55.3％から82.1％にまで高まりました。こ

のように食品・食品以外のお取組先全般を対象とした取

り組みは三越が初めてです。

集約前は一日平均680台あった納品車両も集約後には

267台、60．7％の削減が図られています。

この結果、阻害要因の一つであった問題も解決され、日

本橋本店新館は、2004年10月11日オープンを迎える

ことができました。

■調達物流改革の目的 午前6時の着荷場へも入り

込んで最適な方法を探し、

それを現場で検証して次

へ進む。「すべての答えは

現場にある」、この精神で、

全国の三越が一丸となっ

て調達物流改革を推進できるよう、今後も頑張ります。

モットーは「現場主義」

日本橋からト ラックを減らす
調達物流車両の集約化

業務部 物流統括担当



■環境教育の推進
環境教育は、ISO推進事務局で実施する新入社員教育、

内部監査員教育、各店ISO活動推進のための教育と、各

店、事業本部で実施する環境目的、目標を推進するため

の教育に分かれています。

2005年度は、社員、お取組先からの派遣社員、関連会

社従業員等の全従業員に配布している「ISO活動ポケッ

トマニュアル」と「販売基本ルールマニュアル」を一冊に

まとめました。このポケットマニュアルには、環境方針、

ISO活動の意味が記載されており、個々の行動目標と自

己評価を記入することになっています。

■環境関連法規制
順守すべき環境関連法規制について明確にし、順守体制

の構築と維持に努めた結果、2004年度は、重大な法規

制等の違反事項はありませんでしたが、「廃棄物の処理及

び清掃に関する法律」や「下水道法」に関しては、順守項

目に認識の違いが見られた店舗が一部ありました。

2005年度も引き続き法令順守について、最優先事項と

して取り組んでいきます。

環境方針は、ステークホルダーとの関わり、三越がめざす

目標をより明確に表記する変更を加え、2005年9月1日

付で改訂しました。

■三越の環境マネジメントシステム
三越では、全従業員が環境改善活動に参加していくため

に、活動の最小単位を部単位とし、各店、事業本部ごと

に環境目的・目標を定めて活動を推進しています。

ISO14001規格の改訂に伴い、2005年3月に環境マ

ネジメントシステム文書を変更しています。2005年度

の活動は、本来の百貨店の販売や後方業務の環境負荷

を更に詳細に洗い出すことからはじめ、環境マネジメン

トシステムの活動を日頃の業務に直結した活動に近づ

けるべく推進しています。例えば販売部門では、従来の

直接的な省エネルギー・省資源活動をベースにしなが

ら、環境配慮提案や業務改善による環境改善への取り組

みを強化し、百貨店らしい活動により成果が上がるよう

推進しています。

■環境マネジメントシステム組織体制
三越の環境マネジメントシステム（ISO14001）の推

進組織体制は、経営会議、社長をトップとする最高経営

層が、三越全体の環境改善活動の方向性を定めています。

事務局は、業務部環境・品質管理担当があたり、全店の

ISO活動の推進に努めています。

各店、事業本部は、店長、事業本部長が経営層として、各

組織の方向性を決定しています。副店長、副本部長が環

境管理責任者となり、業務推進部（または営業推進部）が

推進責任部（統括エコ推進部）として、ISO活動を推進し

ています。

■環境監査
2004年12月～2005年1月にかけて、全店・事業本部

で環境監査（環境マネジメントシステム監査）を実施しま

した。監査実施に当り、新規環境監査員を51名養成し、

累計257名の監査員を台帳登録しました。今回は、主に

環境負荷の高い施設管理部門を12月に先行実施し、1

月に店舗部門の監査を実施する方法を取りました。延べ

23日間、189部門を監査し、その結果、改善事項は50

件、ストロングポイントは、78件となりました。昨年より

改善事項の件数は減りましたが、運用管理と結果検証で

の改善事項が多かったため、2005年度活動においては

重点課題として取り組んでいます。

■定期+移行審査
2005年5月9日～14日に実施された定期審査は、環

境マネジメントシステム（ISO14001）の2004年版へ

の移行審査も兼ねており、千葉店、仙台店、名古屋星ヶ

丘店、松山店、鹿児島店、専門館事業本部（多摩センター

店）と、日本橋三越（日本橋本店・本社・商品本部）が現地

審査を受審しました。審査においては、4件のストロン

グポイントと21件の改善の機会に加え、2件の改善指摘

事項を受けました。

環
境
改
善
活
動
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環境マネジメントシステム

環境マネジメントシステムの
継続的な取り組みに向けて

2005年度 ISO全国推進組織体制 
お 客 様、お 取 組 先、株 主、官 公 庁、等 

グ
ル
ー
プ
本
社 

商

品

本

部 

日
本
橋
本
店 

新
宿
ア
ル
コ
ッ
ト
店 

銀

座

店 

池

袋

店 

千

葉

店 

札

幌

店 

仙

台

店 

 

名
古
屋
星
ケ
丘
店 

名
古
屋
栄
店 

新

潟

店 

広

島

店 

高

松

店 

松

山

店 

福

岡

店 

鹿

児

島

店 

法
人
外
商
本
部 

専
門
館
事
業
本
部 

通
信
販
売
事
業
本
部 

各店、事業本部内組織体制 

店舗経営層・事業本部経営層 

営業各部 店舗施設担当部門 統括エコ推進部 営業各部 営業各部 レストラン担当部門 

店舗ISO推進担当 
業務推進部、または 
営業推進部 

ISO推進事務局：本社業務部環境・品質管理担当 
　●事務局長：本社業務部長　●事務局メンバー：本社業務部環境・品質管理担当 

環境監査チーム 
　●事務局：本社業務部環境・品質管理担当　●環境監査メンバー：環境監査員台帳登録者　 

最高経営層：社長 
副最高経営層：専務 

経 営 会 議 

三越全店（各店・事業本部） 
組織体制 

環境管理責任者 

2005年度　環境活動目標 

目　　標 目 標 値  

環
境
配
慮
提
案 

環境配慮イベント 
提案 

環境配慮サービス 
提案 

三越認定の環境配慮商品（エコファント 
商品）累計87企画認定 

環境配慮商品提案 
各店における環境配慮商品（エコファ 
ント商品以外）提案の仕組みづくり 

環境配慮商品提案のためのフェア 
全店統一企画5フェア展開 

環境意識向上のためのイベント 
2企画展開 

三越バッグ  マイバッグキャンペーン 
引き替え数 全店計 ＋3％　 

直
接
的
環
境
負
荷
軽
減 

省エネルギー推進 
（電力､ガス､重油､地域 
  冷暖房などの総エネル 
  ギー使用量削減） 

総エネルギー使用量 
▲1％（原単位） 
※2001～2004年度平均値対比 

総水使用量削減 

紙資源使用量削減 

廃棄物のリサイクル 
推進 

総水使用量▲2％ 

事務用紙使用量▲2％ 

環
境
関
連 

法
規
制
順
守 

リサイクル率55％ 

個別順守項目の順守 

目　　標 目 標 値  実 績  評価 

お
客
様
へ
の
貢
献 

環
境
配
慮
提
案 

環
境
影
響
の
改
善 

環境配慮イベント 
提案 

環境配慮サービス 
提案 

三越認定の環境配慮商品（エコファント 
商品）累計50企画認定 

環境配慮商品提案 
各店における環境配慮商品（エコファン 
ト商品以外）の抽出・提案の仕組みづくり 

三越認定の環境配慮商品（エコ 
ファント商品）累計77企画認定 

各店における環境配慮商品（エ 
コファント商品以外）の抽出 

2企画展開（6月環境月間・10月環 
境にやさしい買い物キャンペーン） 

三越バッグ マイバッグキャ 
ンペーン引き替え数 62,732枚 

環境配慮商品提案のための 
イベント展開 

全店統一企画5フェア展開（東レ･三 
越やさしいフェア･無染色カシミヤ･ 
ジョアンフェア･中元･歳暮ギフトセ 
ンター） 
 

環境意識向上のためのイベント展開 

環境配慮サービスの掘り起こし 
と展開  全店での水平拡大展開　 

省
エ
ネ
ル 

ギ
ー
推
進 

電力使用量削減 

ガス使用量削減 

地域冷暖房熱使用量削減 

総エネルギー使用量 
▲１％（原単位） 

総エネルギー使用量 
▲0.3％（原単位） 

省
資
源 

推
進 

総水使用量削減 

紙資源使用量削減 

事務用品削減と 
グリーン購入推進 

総水使用量▲1％ 

事務用紙使用量▲2％ 

紙袋使用量▲2％ 

廃
棄
物
削
減 

と
リ
サ
イ
ク 

ル
推
進 リサイクル推進 リサイクル率　45％ 

総水使用量▲1.1％ 

事務用紙使用量1.7％ 

紙袋使用量▲9.2％ 

リサイクル率　50.8％ 

2004年度　環境活動実績（2003年3月～2004年2月） 

○ 

△ 

○ 

○ 

× 

○ 

○ 

× 

○ 

施設関連・廃棄関連・
食品廃棄物・家電廃棄
物・その他環境関連法
規制の順守 

△ 

・ エネルギー使用の合理化に関する法律（省エネ法） 
・ 大気汚染防止法（大防法） 
・ 騒音規制法 
・ 下水道法 
・ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃掃法） 
・ ポリ塩化ビフェニル廃棄物特別措置法（ＰＣＢ特別措置法） 
・ 特定家電用機器再商品化法（家電リサイクル法） 
・ 食品循環資源の再利用等の促進に関する法律 
　（食品リサイクル法） 
・ 特定製品に係わるフロン類の回収及び破壊の実施の確保等な
　 どに関する法律（フロン回収破壊法） 
・ 日本百貨店協会  百貨店の環境保全に関する自主的行動計画 
　（自主基準として設定） 

●環境関連法規制等

環 境 方 針
三越は、環境保全への取り組みを企業の社会的責任として

捉え、ステークホルダーの皆様とともに、人と地球環境が調

和する持続可能な社会の実現に向けた活動を推進します。

1．環境マネジメントシステムを構築し、三越の事業活動が

環境に与える影響を評価し、省エネルギー､省資源､廃

棄物削減､リサイクル推進により、地球温暖化防止や環

境汚染の予防につとめます。

この取り組みは定期的に見直しを行い、継続的な改善

を図っていきます。

2．環境に配慮した商品、サービス、イベントを通じ、「豊か

なくらし」の提案を行います。

3．環境に影響を与える活動、商品、サービスに関連して適用

される法規制及び三越が同意する自主基準を順守します。

4．行政機関、団体、地域社会の環境保全活動に積極的に

参加し、社会貢献につとめます。

5．関連する三越グループ各社との連携により、環境保全

活動の向上を図ります。

6．環境方針は社内教育、啓発活動を通じ、全従業員及び

三越の活動に携わる全ての人に周知し､意識向上を図

るとともに、社外に向けても広く公開します。

2005年9月1日

株式会社　三　越　

代表取締役社長　　石塚　邦雄

2005年審査風景



■節水への取り組み
2004年度の総水使用量（上水、中水、井戸水）は前年比

▲1.1％という結果でした。倉敷店、福岡店、鹿児島店

は、節水装置の取り付けにより、10％以上削減しました。

全店では厨房従業員への節水教育、食器類のまとめ洗い

推進、節水協力を呼びかけるシールの貼付、水圧調整に

よる水量の適正化など基本的な取り組みを実施しまし

た。その他に、水流抑制のための節水コマやトイレ水流

擬音装置の取り付けなどにより、2002年度から3年連

続の削減となりました。

電力・ガス・地域冷暖房・重油・水の使用量を削減するこ

とによる環境改善と二酸化炭素排出量の抑制に向けた

取り組みを、継続して実施しています。

■省エネルギーへの取り組み
2004年度の総エネルギー使用量（電力、ガス、地域冷

暖房、重油）は前年比2.4％増という結果でした。新宿ア

ルコット店の雑貨専門店への業態変更に伴う、省エネビ

ル化等の効果もあり、店舗別では18店舗中10店舗で前

年比マイナスとなりましたが、日本橋本店新館のオープ

ンや猛暑の影響による夏場（6月～8月）の使用量増加を

カバーしきれず、全店では前年比プラスとなりました。

一方、原単位使用量※では前年比0.3％と微増に留まり

ました。原単位使用量の前年に対する伸びが総エネルギ

ー使用量の伸びを下回ったのは、各店におけるＩＳＯ活動

による目標管理が徹底された効果や、上記の日本橋本

店新館や新宿アルコット店が省エネ仕様のビルとして稼

動し始めた効果によるものと思われます。

※三越で用いるエネルギー原単位使用量とは、総エネルギー使用
量を原単位指標（総延床面積I×総営業時間ｈ）で割った数値
です。

■二酸化炭素排出量の推移
地球規模で問題になっている温暖化を防止するために、

省エネルギー推進により、二酸化炭素排出量の削減に努

めています。

2004年度の二酸化炭素排出量は前年比2.1％増加し

ましたが、原単位排出量では昨年と同様の数値となりま

した。二酸化炭素排出量の前年比が、エネルギー使用量

の前年比よりも下回っている理由は、二酸化炭素をほと

んど排出しない原子力による発電を実施している東京電

力など、二酸化炭素排出係数が低い一般電気事業者供

給電力からの供給量が増加したためです。

環
境
改
善
活
動

26

1,000

0

2,000 2,408

前年比 
▲3.2％ 前年比 

▲6.7％ 
前年比 
▲1.1％ 

2,330 2,173 2,149

（単位：千m3） 

2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 

2,000,000

1,000,000

0

1.0

0

総使用量 
2,855,315

総使用量   
2,822,575   

（前年比▲1.0％） 

総使用量   
2,776,098   

（前年比▲1.6％） 

総使用量   
2,843,503   

（前年比2.4％） 

2,252,592 
（79.8％） 

2,269,508 
（79.5％） 

2,245,175 
（80.9％） 

2,298,105 
（80.8％） 

413,236（14.5％） 400,850（14.2％） 364,457（13.1％） 372,707（13.1％） 

165,694（5.8％） 161,961（5.7％） 159,687（5.8％） 165,641（5.8％） 

6,877（0.2％） 7,171（0.3％） 6,779（0.2％） 7,050（0.2％） 

総エネルギー使用量 
（単位：GJ） 

2001年度 

・カッコ内の数字はエネルギー別の構成比を表します 

2002年度 2003年度 2004年度 

電気 
A重油 
地域冷暖房 

ガス 

1.1364 1.1340 1.1047 1.1080

前年比 
▲0.2％ 

前年比▲2.6％ 

原単位使用量 
（単位：MJ/I・h） 

原単位 

前年比0.3％ 

130,404

31,905

2002年度 2003年度 2004年度 

41,705 41,458

66,587

20,564

10,851

497

60,148

18,697

10,699

470

62,339

19,120

11,098

489131,719 134,503
総排出量 

総排出量 総排出量 

一般電気事業者供給電力 

A重油 

原単位 

地域冷暖房使用分等 
ガス使用分 

その他電気事業者供給電力 

0

50,000

100,000

130,000

0.05

0.03

0.07

（前年比1.0％） （前年比2.1％） 

0.05239 0.05241 0.05241

二酸化炭素排出量 
（単位：トン） 

原単位排出量 
（単位：kg／m2・h） 

＜二酸化炭素（CO2）算出基準 ＞ 
・各エネルギーの二酸化炭素排出量は、「地球温暖化対策の推進に関する法律施行令」､
並びに「環境省（環境）報告書ガイドライン」にそって算出しております。 
・一般電気事業者供給電力とは､東京電力・関西電力等、その他電気事業者供給電力とは､
それ以外の電力会社から供給された電力のことです。 
・カッコ内の数字はエネルギー別の構成比を表します。 

（51.1％） 

（24.5％） 

（15.8％） 

（8.3％） 

（45.7％） 

（31.7％） 

（14.2％） 
（14.2％） 

（46.3％） 

（30.8％） 

（8.1％） 
（8.3％） 

（0.4％） （0.4％） 
（0.4％） 

 

0
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省エネルギー推進／水使用削減

●総エネルギー使用量と原単位使用量の推移

省エネルギーと水の使用を削減するための
取り組み
省エネルギーと水の使用を削減するための
取り組み

●二酸化炭素排出量と原単位排出量の推移

■日本橋本店新館の環境への配慮
2004年10月にオープンした日本橋本店の新館は、環

境への配慮をコンセプトに、さまざまな施設等を導入し

て建てられています。

また新館の建物は地

震にも強い制震構造※

になっています。
※制震構造とは地震の
揺れを制御し、吸収
する構造のことです

【コージェネレーションシステム】

ガス発電機を用いて発生する電気と、ガスを燃焼する

ときに発生する廃熱を有効に利用するシステムです。電

気は館内の照明や空調等に、廃熱は冷暖房施設や給湯

施設に使うことで、エネルギー

を効率的に使用しています。

【厨房除害施設・中水処理施設】

厨房除害施設は、厨房から排出される油分の多い排水

を、浄化します。浄化した水は下水道へ放流したり、

中水施設を経由して店内用

トイレの洗浄水に再利用し

ています。これらの施設に

より、水資源の削減と排水

水質の向上を図っています。

【ＣＦＴ（コンクリートフィルドスチールチューブ）柱】

CFT柱とは鋼管の中に直接コンクリートを充填する柱

のことで、従来、型枠材として木材を使用していました

が、それが不要となりました。CFT柱の使用が資源お

よび森林保護と廃棄物削減に結びついています。

【新ガス消火施設】

消火施設で使用する消火用ガスには、従来に比べ、

人への安全性が高く、オゾン層破壊係数がゼロの

「HFC-227ea」を使用しており、環境への負荷も

低い消火施設となっています。

【その他、代表的な施設】

●パッケージエアコン風量制御

インバーターを使用し、店舗の室温に応じて風量を

自動的に制御します。

●冷温水流量制御

インバーターを使用し、店舗内の室温に応じて、冷

温水の流量と稼動するポンプの台数を制御します。

●氷蓄熱冷房

電力の有効活用のために、夜間電力で氷を作り昼

間の冷房に使用します。

環境への配慮項目 

コージェネレーションシステム 

パッケージエアコン風量制御 

冷温水流量制御 

氷蓄熱冷房 

 

 

厨房除害施設 

中水処理施設 

新ガスによる消火施設 

省エネルギー 

廃棄物削減 
・省資源 

省資源・ 
排水水質向上 

オゾン層破壊防止 

代表的な施設等 

CFT柱の採用によるコンク 
リート型枠材の削減 
 

電気 

買電とともに使用 

電 力 

暖 房 

冷 房 

給 湯 
冷温水発生機で廃熱利用 

冷温水発生機 発 電 機 

燃料：天然ガス 
（       ） 都市ガス 

13A

廃熱 

廃熱 

中水処理施設

コージェネレーション
システム

新ガス消火施設

●総水使用量の推移

外部から鋼管柱にコン
クリートを注入してい
る様子

上から見たCFT柱内のコン
クリート充填の様子

※環境改善活動関連データについては、2004年度の活動の中
で、集計基準や方法の見直しを行いました。その結果、エネ
ルギー使用量、水使用量について、2003年度以前の公表集
計データの中に一部誤りがありましたので、今レポートにお
いて修正し、ご報告させていただきます。



百貨店では納品時の梱包材や食品廃棄物など、いろいろ

な種類の廃棄物が発生します。これら店舗から排出する

廃棄物削減とリサイクル推進に取り組んでいます。

■廃棄物削減とリサイクル推進への取り組み
2004年度の廃棄物総量は、18店舗中8店舗が削減を

した結果、前年に対して▲1.7％となりました。ISO活動

における廃棄物削減の取り組みが、2002年度から3年

連続した削減に結びつきました。一方、リサイクル率に

ついては50.8％となり、廃棄物全体の半分以上がリサ

イクルされるようになりました。これは食品廃棄物のリ

サイクルをスタートした店舗が増えたためです。また、前

年度までリサイクル率が低かった店舗については、従来

雑ゴミとして処理していた紙類や、食品廃棄物のリサイ

クルをスタートしたことにより、リサイクル量が増加し、

前年に対し、三越全店で7.4ポイント改善しました。

2003年度まで、各店の廃棄物処理については、一部廃

棄物の分類基準が統一されていませんでしたが、2004

年度より、全店で基準を統一し、データ把握をすること

としました。これにより、各店舗毎の廃棄状況における

課題の抽出が容易になりましたので、今後はこれらデー

タを活用し、2005年度全店のリサイクル率55％の達

成をめざしていきます。

■オリコン使用の取り組み
オリコンとは折りたたみコンテナの略称で、商品の納返

品時に繰り返し使用できる通い箱のことです。2004年

度、お取組先のご協力のもと、オリコンを使用した取り

組みを強化しました。オリコンを使用することにより、ダ

ンボールの廃棄量を削減することができ、ダンボール箱

のテープ貼り、テープ剥がし作業等がなくなり業務の改

善にもつながります。また、オリコンはサイズが数種類

あるものの、底のサイズが同一のため、山積みが可能で

スペースも有効活用できます。

2004年度は、以前から取り組んでいた資生堂とオンワ

ード樫山に加え、三陽商会とも運用を開始しました。今

後は化粧品やアパレル以外の商品でも、お取組先のご協

力のもとオリコン導入を進めていきます。

環
境
改
善
活
動

28

25,000

20,000

10,000 100

50

0 0

廃棄物総量（単位：t） 

23,246
 

21,738

 

20,824

 

20,470

8,699

14,547

12,848
11,785 10,077

8,890
9,039 10,393

 

2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 

37.4％ 40.9％ 43.4％ 50.8％ 

リサイクル率 

（単位：％） 
リサイクル率 

廃棄量 

リサイクル量 

リサイクル率 

（前年比▲6.5％） 

（前年比▲4.2％） （前年比▲1.7％） 
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廃棄物削減とリサイクル推進

●廃棄物総量とリサイクル率の推移

廃棄物の削減とリサイクルを
推進するための取り組み
廃棄物の削減とリサイクルを
推進するための取り組み

■新潟店の食品廃棄物リサイクルへの取り組み
新潟店では、従来食品廃棄物のリサイクルはほとんど

実施されておらず、全体の廃棄物リサイクル率も20％

台から30％台と低迷していました。その大きな要因

は、近隣に食品廃棄物のリサイクル処理施設がほとん

ど無かったことによります。しかし、食品リサイクルは

急務な取り組みであったために、2003年度からスタ

ートしたＩＳＯ活動の中で、処理施設の調査や、行政への

相談を積極的に行ってきました。2004年度に入り、

新潟市内に新規の食品廃棄物処理施設が建設された

という情報を入手し、直ぐに交渉に入った結果、限ら

れた処理枠の中に新潟店の枠を確保することができる

ようになりました。

このような経緯で、新潟店の食品リサイクルは2004

年4月からスタートしました。スタートに当たっては、

食品以外の廃棄物を混入しないことが絶対条件でした

が、新潟店では以前から分別廃棄と食品廃棄物の計量

の完全実施を徹底していたため、特に大きな問題も無

く、受け入れは始まりました。

その結果、2004年度の食品リサイクル率は90％ま

で拡大し、全体の廃棄物リサイクル率も47.0％と前

年比較で17ポイント改善されました。

【従業員への教育】

食品廃棄物を含め、分別廃棄のルールをわかりやす

く解説したポスターを作成し、店内の廃棄物置き場

に掲示しています。食品廃棄物を取り扱う従業員に対

しては個別に口頭や文書で教育を行っています。

また、食品以外の廃棄物が

混入していた時はゴミ袋の

まま排出したショップや

厨房に戻し、再分別を促

すなど、現場で廃棄状況を

チェックし、指導を行って

います。

【今後の取り組み】

従業員教育を強化し、現状の分別ルールの更なる徹

底により、食品廃棄物リサイクルを継続実施していき

ます。また、食品廃棄物の水切り徹底や、社員食堂に

おける食べ残しを少なくする少量メニューの導入な

ど、廃棄物総量を削減する取り組みについても更に

強化して実施していきます。
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2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 

4.4％ 7.3％ 

15.6％ 
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リサイクル率 
（単位：％） 

食品廃棄物総量（単位：t） 

8,340

386

502

647

1,594

6,415

3,496

2,497

8,726

6,917 

4,143
 4,091 

（前年比 
 ▲20.7％） 

（前年比 
▲40.1％） 

（前年比 
　▲1.2％） 

廃棄量 

リサイクル量 

リサイクル率 

●食品廃棄物総量とリサイクル率の推移

■食品廃棄物削減と
リサイクル推進への取り組み

2004年度の食品廃棄物総量は18店舗中10店舗が削

減した結果、前年に対して▲1.2％となりました。従業

員の食品廃棄物削減への意識の高まりと、食品廃棄物の

水切りを徹底した結果、3年連続での削減となりました。

2004年度の食品廃棄物のリサイクル率は、39.0％で、

前年の15.6％を23.4ポイント上回る好結果となりまし

た。以前から一部店舗を除きほとんどの店舗で、廃油や

魚介類のアラなどについてはリサイクルを実施していま

したが、2004年度には新たに5店舗（横浜店、千葉店、

名古屋星ヶ丘店、新潟店、高松店）が本格的に食品廃棄

物リサイクルを開始したことにより、リサイクル率が向

上しました。既に食品廃棄物のリサイクルを実施してい

る店舗を加え7店舗のうち、農産物の肥料になっている

のが6店舗、家畜の飼料になっているのが1店舗です。

2005年度は京浜店の未実施店舗でも食品廃棄物のリ

サイクルへの検討を始めており、食品リサイクル率が更

に向上する見込みです。

オリコンを使った納返品

※環境改善活動関連データについては、2004年度の活動の中
で、集計基準や方法の見直しを行いました。その結果、廃棄
物量について、2003年度以前の公表集計データの中に一部
誤りがありましたので、今レポートにおいて修正し、ご報告
させていただきます。

分別廃棄ポスター



環境に配慮したものの取り入れを進める一方、形態への

配慮も進め、2003年の歳暮ギフト時より食品関連会社

の（株）二幸において、「簡単に折りたためて、資源ごみと

して廃棄が容易にできる」解体しやすいギフトボックス

を採用しました。資材には、リサイクルされたコートボ

ール・ＥＦ段ボールを使用し、ＢＯＸに折り目を入れること

で、大きな力をかけずに折りたたむことができるため、

分別しやすく、リサイクル回収の促進につながります。

2004年度の取扱量は約73トン。今後も対象品目を増

やして行く予定です。

■事務用紙への取り組み
全社、後方部門を中心に事務用紙使用量削減に取り組

んでいますが、2004年度の使用量は前年に対し1.7％

増となりました。ＩＳＯ活動に取り組み始めた2003年か

らA4、A3サイズへの集約化は進み、B5、B4サイズは

前年に対してマイナス傾向にあります。その一方、A4、

A3サイズは人事システム、ギフトシステムの変更もあり

使用量は増えているため、各店においては会議の実施

回数や出席対象者の見直し、プロジェクターの使用によ

る配布資料削減、回覧やメールの活用、またコピー時の

両面印刷や片面使用済み用紙の使用等により削減を推

ＩＳＯ活動の中で省資源推進の取り組みの一つとして包

装紙や紙製の手提袋を中心とした紙資源の削減を推進

しています。

■包装材への取り組み
百貨店で使用する包装材として、紙製の手提袋、食品用

レジ袋、包装紙などがあげられます。2004年度の包装

材使用量は1,993トン。前年に対し▲8.4％削減しまし

た。来店客数による影響もありますが、1994年から適

正包装を継続的に進める中「三越エコスタンダード・包

装編～15原則～」の徹底や、中元・歳暮ギフトカタログ

への掲載による告知を実施しています。袋類については

1999年から展開している三越バッグの販売と三越マイ

バッグキャンペーンを軸に、あわせて、お客様のご理解

とご協力をいただきながらの「一声運動（ご一緒にお入

れしてもよろしいですか？）」を実施することで大きな削

減につながっています。また包装材への環境に配慮した

資材の取り入れや、形態の改良を継続的に進めています。

2005年6月には包装紙の古紙配合率を30％から

40％に引き上げ、より環境に配慮した資材を使用し始

めました。また、1999年から取り扱っているセラミック

コーティングのＣＲＳパッケージは一般ゴミとしても焼却

できる環境負荷の少ないパッケージとして、発砲スチロ

ールやフィルム貼り、又はアルミ貼りダンボールケースに

変わるものとして開発された資材で、おせち料理を中心

に使用しています。

進しています。今後、2005年度には全社の帳票削減に

踏み込み、紙資源削減と業務改善の二つの側面から更に

取り組みを進めていきます。
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歳暮期より古紙配合率を高め、70％の再生紙を使用し

ています。また、従来、店舗において催事のタイトル表

示にはスチレンボードを使用していましたが、2005

年春より素材を変更し、廃棄物の削減および防炎対策

を進めています。

■グリーン購入への取り組み
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お中元カタログ

29

省資源推進

POP
「イタリアフェア」

●CRSパッケージ取扱量の推移

●包装材使用量の推移

三越では2002年10月、「グリーン購入基準」を策定し、

使用する包装材や事務用品等のグリーン購入を推進して

きました。社会状況の変化もあり2005年度は現在の

基準内容を環境省が定めるグリーン購入法の判断規準

等を参考にしながら見直しを図り、より環境に配慮した

製品の使用を進めていきます。

■環境に配慮した宣伝物と
店内ツールへの取り組み

百貨店では商品を販売するためにフェアや商品の特長を

表示したＰＯＰや、バナー等の装飾ツール、宣伝物を使用

するため、素材にも、環境への配慮をしています。特に

全店でのシーズンキャンペーン、大型催事に使用するＰ

ＯＰは、既に2002年より大豆油インキを使用してきま

したが、2003年より一部に古紙配合率50％の再生紙

を使用。また、中元・歳暮のギフトカタログも2004年 インターネットでもご注文いただけます。

このカタログに掲載の商品は日本全国送料無料。※一部送料込み商品がございます。※生ものなど、一部沖縄県および島部にはお届けできない商品がございます。

一部承りできない商品がございます。ホームページ
アドレス http://www.mitsukoshi.co.jp ※詳しくはホームページをご覧ください。

こ
こ
ろ
に
響

く

、
贈

り

物

。

●全社事務用紙使用量推移

紙資源を削減するための取り組み紙資源を削減するための取り組み

三越エコスタンダード・包装編～15原則～

●ギフト箱のたたみ方

CRSパッケージ

片面使用済み用紙活用のための分別ボックス



■仙台店の取り組み
店内の3ヵ所で三越バッグの販売をしています。

「環境月間」の6月は三越マイバッグキャンペーン

の強化月間の取り組み策として、ポスターやＰＯＰ

の掲出とともに、売場の全員が「繰り返しご利用

いただくことで、ごみを増やさず地球にやさしい」

と書かれたカードホルダーを首から下げ、お客様

にＰＲしました。

これからも、継続的にお勧めしていきます。

間」としてポスターの掲出や店内放送、販売時の一声運

動を実施しています。2004年度の引き換え率は136．

2％、2003年度の引き換え率110．9％を大きく上回

る結果となり、従業員の意識とともに、お客様の意識も

高まり参加率が上がってきています。

今後は1人でも多くのお客様にご理解、ご協力いただけ

るキャンペーンの展開を考え、継続して参加の呼びかけ

を行っていきます。

■三越バッグと
三越マイバッグキャンペーンの取り組み

「エコ」なショッピングの提案として三越バッグの販売を

促進しています。また、お買い上げになられたお客様に

三越バッグの繰り返しのご利用を呼びかける「三越マイ

バッグキャンペーン」も展開し、今年で6年目を迎えまし

た。これまで色やサイズ、また、新しいタイプのバッグを

導入、ポスターやＰＯＰを掲出しお客様にPRしました。

その結果2005年6月までの販売累計枚数は55万枚と

なりました。

お買い物に三越バッグを利用いただくと、封入されてい

るスタンプカードにその場でスタンプを押印（500円以

上のお買い物で１日１回限り）。スタンプ10個でプレミア

ムグッズ（交換商品）とお引き換えしています。

「環境月間」の6月、内閣府「環境にやさしい買い物キャン

ペーン」の10月を「三越マイバッグキャンペーン強化月

環境改善活動への取り組みや、企業活動に関する情報を

お客様、株主、地域の方々などのステークホルダーの皆

様にご紹介し、ご理解をいただくために、さまざまな情

報公開を行っています。

■「環境レポート」の発行とホームページの公開
1997年の発刊以来、9号目を迎えた今号より「三越環

境レポート」から「三越環境・社会活動レポート」と名称を

改め、環境への取り組みだけでなく、企業活動に伴う社

会的責任への取り組みについても報告しています。尚、

昨年、2004年9月に発行した「三越環境レポート2004

年」は、「第8回環境コミュニケーション大賞」で「奨励賞」

を受賞し、社外からの評価をいただきました。

また、より多くの方々に取り組みをご理解いただくため

に、ホームページ内に「環境活動」についても公開し、最

新版の環境レポートを紹介しています。2004年3月～

2005年2月までの1年間のアクセス数は9,650件。お

客様や学生の方、企業の方からお問い合わせをいただい

ております。

■環境ポスター
三越の環境改善活動をテーマにした環境ポスターの制作

を継続的に行い、環境負荷軽減の呼びかけを行っていま

す。1999年に「エコ包装編」を制作、その後「三越バッグ

編」「適正包装編」「リサイクル編」とテーマに基づいた分り

やすい発信を心がけています。今後も企業姿勢をお客様

にご理解いただけるよう、積極的に取り組んでいきます。

■ステークホルダーダイアログ
ステークホルダーとのより良い信頼関係を築くために、

初めての「ステークホルダーダイアログ」を2005年6月

に開催しました。本

年は消費者代表、

学識者、流通他社

の環境担当者をお

招きし「お客様との

直接的なふれあい

を通じて、三越が環

境にやさしい企業であり続けるためには」をテーマに、

活発な話し合いが行われました。

■社内コミュニケーション
従業員が環境改善活動に意識をもって取り組めるよう、

社内報への掲載や教宣ポスターの掲出により、一人ひと

りが理解を深め、積極的に推進できるようさまざまな社

内啓発を行っています。

環
境
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『エコ』なショッピングを提案しています。 ステークホルダーの皆様とともに
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三越バッグ 環境コミュニケーション

商品名：三越バッグ販売開始：1999年12月14日

サイズ／色：
●レギュラー／ブラック、ミルクティー、
ライトグリーン（幅34cm×高さ36cm）

●ミディアム／ネイビー、ミルクティー、
ライトグリーン（幅42cm×高さ31cm）
●コンパクト収納タイプ／カシス、マロン
（バッグ：幅40cm×高さ40cm）

（別袋：幅20cm×高さ15cm）
素　材：ナイロン、手紐部分／ポリプロピレン
価　格：税込５０１円（本体４７７円）

三越バッグポスター

＜三越バッグレギュラー＞ ＜三越バッグミディアム＞

カードホルダー

プレミアムグッズ
：ビニール袋ストッカースタンプカード

STEP

三 越 バッグを  
お求めいただき 

スタート 

1 STEP

三 越 バッグの  
ご利用でスタンプを 

集める 

2 STEP

スタンプ10個で 
プレミアムグッズと 

お引替え ！ 

3
！ 

仙台店 営業第1部

小島利津子

三越マイバッグ
キャンペーンPOP

●マイバッグキャンペーン

三越環境レポート
2004年

「第8回 環境コミュニケーション大賞」授賞式

三越ホームページ
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品質管理 

社会貢献 法　律 

今回は、企業の社会的責任（CSR）に 

ついて取り上げます。 

 
　
近
年
、
企
業
の
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ

＝C
orporate S

ocial R
esponsibility

）

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

　「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」
と
は
、「
企
業
は
そ
の
活
動

に
お
い
て
、
法
律
を
守
り
、
提
供
す
る
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
に
責
任
を
持
ち
、
従
業
員

が
働
き
や
す
い
環
境
を
つ
く
り
、
地
域
社

会
に
貢
献
し
、
地
球
環
境
に
配
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
企
業
の
あ
り
方

そ
の
も
の
を
示
し
た
も
の
で
す
。 

　
度
重
な
る
不
祥
事
を
き
っ
か
け
に
企
業

姿
勢
が
問
わ
れ
る
い
ま
、「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」
を

新
し
い
企
業
価
値
の
評
価
基
準
に
し
よ
う

と
い
う
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
企
業

を
取
り
巻
く
お
客
様
、
お
取
組
先
、
株
主
、

地
域
社
会
、
従
業
員
な
ど
の
利
害
関
係
者

（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
）
は
、
企
業
の
「
Ｃ

Ｓ
Ｒ
」
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
を
評
価
の
基

準
に
し
て
企
業
を
選
び
、
結
果
、
そ
の
企

業
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
す
る
と
い

う
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。 

　
私
た
ち
は
現
在
「
環
境
改
善
活
動
」
や

「
社
会
貢
献
活
動
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
も
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」
の
一
環
で
す
。
こ

の
よ
う
な
活
動
を
日
々
の
業
務
の
中
に
ま

ず
は
し
っ
か
り
と
定
着
さ
せ
、
そ
し
て
、

広
く
社
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と

が
、
こ
れ
か
ら
の
企
業
存
続
の
必
須
条
件

で
あ
り
、「
三
越
ブ
ラ
ン
ド
」
の
評
価
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

　
今
回
は
、「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」
の
取
り
組
み
の

な
か
で
「
環
境
改
善
活
動
」
と
「
社
会
貢

献
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
そ
の
ア
ピ
ー

ル
手
法
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。 

   

三
越
の
環
境
改
善
活
動
 

 　
三
越
は
、
04
年
5
月
、
全
店
・
事
業
部

で
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
４
０
０
１
）
を
認
証
取
得
し
、「
お

客
様
へ
の
貢
献
」
を
柱
に
「
環
境
改
善
活

動
」
に
取
り
組
み
、
そ
の
活
動
を
社
内
外

に
発
信
し
て
い
ま
す
。 

　
社
内
に
対
し
て
は
、「
金
字
塔
」
や
「
三

越
タ
イ
ム
ズ
」
な
ど
の
社
内
報
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ

活
動
を
中
心
と
し
た
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
継
続

的
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
従
業
員
向
け

の
ポ
ス
タ
ー
や
省
エ
ネ
・
省
資
源
・
廃
棄

物
分
別
な
ど
の
シ
ー
ル
を
各
所
に
掲
出
、

ま
た
従
業
員
全
員
に
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
活
動
ポ
ケ

ッ
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
配
布
し
、
意
識
の

共
有
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

　
社
外
に
向
け
て
は
、
広
く
お
客
様
や
株

主
の
皆
様
に
私
た
ち
の
取
り
組
み
を
ご
理

解
い
た
だ
く
た
め
「
三
越
環
境
レ
ポ
ー
ト
」

や
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」「
会
社
案
内
」「
事

業
報
告
書
」
に
活
動
内
容
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
各
店
で
発
行
す
る
各
種
宣

伝
媒
体
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
活
動
に
取
り
組
み
始
め
た
当
初

か
ら
こ
う
し
た
情
報
公
開
を
継
続
し
て
き

た
結
果
、
環
境
改
善
活
動
に
関
心
の
あ
る

お
客
様
や
学
生
、
企
業
の
方
々
か
ら
も
多

く
の
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
く
よ
う
に
な

り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
環
境
活
動
」
へ

の
ア
ク
セ
ス
件
数
は
５
、
8
0
0
件
（
03

年
度
）
に
達
す
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
９
月
発
行
の
「
三
越
環
境
レ

ポ
ー
ト
２
０
０
４
」
は
「
環
境
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
大
賞
」
の
奨
励
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
、
私
た
ち
の
活
動
が
社
外
で
も
評

価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
店
頭
に
来
店
い
た
だ
く
お
客
様

に
対
し
て
は
、
各
店
で
Ｃ
Ｉ
ポ
ス
タ
ー
（
環

境
編
）
の
掲
出
や
、
店
内
放
送
な
ど
で
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
昨
年
５
月
に
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
４
０
０
１
を
認
証
取
得
し
た
際
に
は

全
店
で
使
用
す
る
シ
ョ
ッ
パ
ー
の
側
面
に

「
エ
コ
フ
ァ
ン
ト
（
三
越
の
環
境
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
）」
と
と
も
に
、「
環
境
に
や
さ
し

い
企
業
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
」
と
い
う

企
業
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
印
刷
し
、
広
く
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
た
。 

 商
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
 

提
案
活
動
 

 　
社
外
に
向
け
た
ア
ピ
ー
ル
で
も
う
一
つ

重
要
な
の
は
、
店
頭
に
お
け
る
環
境
に
配

慮
し
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
、
イ
ベ
ン
ト
に

よ
る
提
案
活
動
で
す
。
ポ
ス
タ
ー
・
店
内

放
送
・
シ
ョ
ッ
パ
ー
な
ど
は
一
過
性
の
も

の
で
、
ご
く
限
ら
れ
た
お
客
様
に
し
か
ア

ピ
ー
ル
で
き
ま
せ
ん
。
一
方
、
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
・
イ
ベ
ン
ト
は
日
々
の
業
務
の
中

に
定
着
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
お
客
様
の
目
に

触
れ
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。「
環
境

に
配
慮
し
た
商
品
」
を
各
売
場
で
積
極
的

に
提
案
す
る
、
店
頭
で
の
ひ
と
声
運
動
な

ど
で
三
越
バ
ッ
ク
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

を
ご
紹
介
す
る
、そ
し
て
、イ
ベ
ン
ト

を
通
し
て
環
境
に
配
慮
し
た
働
き
か

け
を
す
る
。
こ
う
し
た
各
店
の
提
案

活
動
そ
の
も
の
が
三
越
の
環
境
改
善

活
動
へ
の
取
り
組
み
を
お
客
様
に
直

接
訴
え
か
け
る
重
要
な
要
素
と
な
り

ま
す
。 

 社
会
貢
献
活
動
 

 　
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
「
地

域
貢
献
活
動
」「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
活

動
（
寄
付
・
義
援
金
活
動
）」
や
「
メ

セ
ナ
活
動
（
文
化
・
芸
術
支
援
）」「
ノ

ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
、

百
貨
店
に
ご
来
店
い
た
だ
く
高
齢
者
や
障

害
の
あ
る
方
、
妊
産
婦
の
方
な
ど
が
、
安

全
に
安
心
し
て
お
買
物
い
た
だ
け
る
よ
う
、

ハ
ー
ト
ビ
ル
店
舗
へ
の
改
善
、
サ
ー
ビ
ス

介
助
士
の
全
店
へ
の
配
置
な
ど
を
行
う
活

動
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

　
災
害
救
援
の
た
め
の
義
援
金
活
動
と
し

て
は
、
昨
年
の
新
潟
県
中
越
地
震
や
、
ス

マ
ト
ラ
沖
地
震
・
イ
ン
ド
洋
津
波
な
ど
の

大
き
な
災
害
が
続
発
し
た
際
に
、
い
ち
早

く
、
店
頭
で
の
募
金
活
動
や
、
従
業
員
を

対
象
と
し
た
募
金
活
動
を
実
施
し
、
日
本

赤
十
字
社
を
通
じ
て
寄
付
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
対
応
は
ス
ピ
ー
ド
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
店
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
メ
イ
ン
に
お
客
様
に
訴
え
、
ご
協
力

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
社
会
貢
献
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と
協
働
し
た
活
動
も
実
施
し

て
い
ま
す
。
日
本
橋
本
店
で
は
昨
年
８
月

に
、「
全
国
棚
田
学
会
」
と
協
働
し
て
、

日
本
や
ア
ジ
ア
地
域
の
田
園
、
農
業
を
発

展
さ
せ
る
活
動
の
紹
介
を
行
い
、
自
然
の

大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。 

　
名
古
屋
栄
店
・
星
ヶ
丘
店
で
は
一
昨
年

の
ク
リ
ス
マ
ス
期
間
に
、「
世
界
の
こ
ど

も
に
ワ
ク
チ
ン
を
」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
。
期
間
中
に
、
三
越
カ
ー
ド
を
ご
利

用
い
た
だ
い
た
お
客
様
の
お
買
い
物
１
口

座
に
つ
き
、
20
円
を
売
上
か
ら
積
み
立
て
、

「
世
界
の
こ
ど
も
に
ワ
ク
チ
ン
を
」
日
本

委
員
会
に
寄
付
し
ま
し
た
。
福
岡
店
で
は
、

04
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
企

画
と
し
て
、
募
金
を
呼
び
か
け
、
全
額
を

世
界
最
大
の
自
然
保
護
団
体
「
W
W
F
（
世

界
自
然
保
護
基
金
）」
に
寄
付
す
る
な
ど

の
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、

恵
ま
れ
な
い
子
供
た
ち
の
支
援
や
環
境
保

護
と
い
う
世
界
的
な
問
題
に
対
す
る
三
越

の
企
業
と
し
て
の
社
会
貢
献
の
取
り
組
み

で
す
。 

　
現
在
社
会
貢
献
活
動
の
ア
ピ
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
外
部
団
体
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
の

内
容
に
よ
り
、
告
知
ツ
ー
ル
と
し
て
新
聞

や
折
込
広
告
を
使
い
分
け
て
使
用
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
福
岡
店
の
場
合
、
イ
タ
リ

ア
・
ロ
ー
マ
の
ト
レ
ビ
の
泉
を
模
し
た
募

金
ツ
ー
ル
「
願
い
の
泉
」
を
店
頭
に
設
置

し
、
期
間
中
従
業
員
全
員
が
「
未
来
の
子

供
た
ち
に
、
自
然
豊
か
な
地
球
を
残
そ
う
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
首
か
ら
提

げ
、
お
客
様
へ
の
呼
び
か
け
を
行
う
な
ど

の
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
は
直
接
営
業
活
動
に
は
結
び
つ

き
ま
せ
ん
が
、
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て

企
業
姿
勢
を
打
ち
出
す
こ
と
は
企
業
イ
メ

ー
ジ
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

 店
鋪
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
 

 　
一
方
、
店
舗
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

や
サ
ー
ビ
ス
介
助
士
の
全
店
へ
の
配
置
な

ど
は
、
営
業
活
動
に
も
直
接
結
び
つ
く
社

会
貢
献
活
動
と
い
え
ま
す
。
す
べ
て
の
お

客
様
が
安
全
に
安
心
し
て
お
買
物
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両

面
で
推
進
す
る
こ
と
は
、
店
舗
施
設
そ
の

も
の
、
あ
る
い
は
従
業
員
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
直
接
お
客
様
へ
の
ア
ピ
ー
ル
と
な

り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
社
会
貢
献
活
動
は
幅
が
広

い
だ
け
、
そ
の
ア
ピ

ー
ル
方
法
も
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、
そ
れ
だ

け
に
店
頭
に
お
け
る

私
た
ち
の
取
り
組
み

姿
勢
に
よ
っ
て
、
お

客
様
の
共
感
を
得
ら

れ
る
か
ど
う
か
が
決

ま
る
と
も
い
え
ま
す
。 

　
三
越
に
お
け
る
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」
活
動
の
Ｐ

Ｒ
手
法
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
す
。 

　
今
後
お
客
様
が
求
め
て
い
る
企
業
の
社

会
的
責
任
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

企
業
三
越
の
姿
勢
を
主
張
し
つ
づ
け
る
こ

と
、
そ
し
て
、
全
社
あ
る
い
は
店
と
し
て

行
っ
て
い
る
「
環
境
改
善
活
動
」
や
「
社

会
貢
献
活
動
」
が
ど
う
す
れ
ば
お
客
様
に

共
感
し
て
ご
理
解
い
た
だ
け
る
の
か
を
全

員
で
考
え
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。 

　「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」
の
取
り
組
み
と
そ
れ
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
、
三
越
フ
ァ
ン
を
増
や

し
、「
三
越
ブ
ラ
ン
ド
」
を
よ
り
強
固
な

も
の
に
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で

す
。 

 

 

環　境 

三越ホームページの 
「環境活動」 

2004年11月に発行された株主への「事業報告書」 

サービス介助士による出張朝礼（千葉店） 

店頭での救援募金活動（銀座店） 

社内報
「三越タイムズ」

2002年「三越バッグ編」

リ
サ
イ
ク
ル 

く
る
く
る
く
る
 

     

三越バッグは、紙製ショッピングバッグやレジ袋の代わりに、繰り返し使用することで、省資源やゴミの減量化につながる 

リサイクルバッグです。 

「環境にやさしい企業」であり続けたいと考えています。 

廃棄伝票、OA用紙などのリサイクル。 

食用廃油を使った粉石けんをはじめとする 

資源を有効活用した商品の開発・提案。 

そしてハンガーの再利用や 

繰り返し使える「三越バッグ」の販売など。 

三越は、リサイクルにも積極的に取り組んでいます。 

毎日、エコの日。 
Everyday Ecology 

エコファント 

三越は国際環境規格［ISO14001 

（環境マネジメントシステム）］を認証 

取得しています。 

http://www.mitsukoshi.co.jp

2004年「リサイクル編」
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社内報「金字塔」

詳細はＰ5～Ｐ6で紹介しています。



■食品の安心・安全を確保するために
食品の安心と安全を確保するための日常における活動

の他、次のような確認も行っています。

地域名を冠した物産展について

昨年、「物産展で、その地元に実体のない店が出店され

ていた」とのＴＶ報道があり、物産展のあり方について問

題提起されました。

三越では地域名を冠した物産展の業者選定や開催時の

運営方法について社内ルールを定め、催事企画段階より

冠として特定された地域と出展業者の適合性等を調査・

確認し、疑いのある

業者の出展又は商品

の販売がないよう対

応しています。主要

な催事においては、

開催時に商品のチェ

ックや衛生指導も行

っています。

「選べるギフト」の商品について

ギフトカタログの「ギフトインデックス」や「味覚百景」な

どの「選べるギフト」商品は、いずれも贈られた方自身が

お好みの商品をカタログでチョイスできるのが人気の

秘密です。そのため、カタログに掲載されている写真や

説明内容が、お届けされる商品と一致していることが重

要なチェックポイントになります。

「すき焼き用国産和牛」を例に取ると、カタログに記載

されている表示内容について確認すると共に、お届けに

際しては、お取組先に対し、牛トレーサビリティ法に基づ

く個体識別番号による品種や産地の確認並びに肉質等

級等の事前チェックを行うよう依頼、確認し、適切な商

品が提供できるよう体制を整えています。

■品質向上委員会の活動
「品質管理委員会」から「品質向上委員会」へ

2003年9月、三越5社新設合併を機に全店における品

質管理レベルの標準化を目的として「品質管理委員会」が

発足しました。2004年3月には新体制のもと、更に品

質向上をめざすために「品

質管理委員会」から「品質向

上委員会」に改称し、コンプ

ライアンスと品質リスクマ

ネジメントの強化を重要テ

ーマとして活動を継続してい

ます。

商品の安心・安全をお約束するために、適正な品質管理

や表示を維持することを目的とし、社長自らが委員長と

なり、活動を行っています。

安心・安全な商品を提供するために

毎月2回各店において「全店検品デー」を設定して、販

売員が自ら担当する商品の点検を行っています。キズ、汚

れ、縫製不良等の外観検査と法令・業界基準、三越独自で

定めた三越基準による表示チェックを行っています。

また、推進事務局が品質管理レベ

ルの標準化と向上をめざし、全店巡

回による検品ポイント・法令講習

会を実施しています。

他にも「自店定期点検」として、過去

に不適品の発見された売場や品質

に関するリスクが高い売場、催事商品への集中的な点検等、

独自にテーマを設定して検品を行っています。また、ＤＭや

折込チラシ等に掲載された商品の価格・素材・原産国・ＰＯ

Ｐ表示等の内容が適正かどうかの点検もあわせて行って

います。

発見された不適品、表記ミスや不適切表現の事例につ

いては共有し、再発防止と適正な表示の維持に努めて

います。

商品クレームや不適品を削減するために

「QCメモ（不適品記録メモ）」を使用して、報告される不

適品やお客様から申

し出のあった品質ク

レームを集計・検証

し、再発防止や効果

的な品質改善に役立

てています。

食品の安全衛生を確保するために

三越では20年前から、店舗の自主衛生管理を推進する

ことを目的とした独自の食品衛生管理者制度を設けて

います。食品衛生管理者は社員の中から任命され、店舗

で販売している食品やレストランメニューの食中毒予防、

表示点検による不適表示品の

排除に努めています。また、食

品衛生担当マネジャーとして

各店に配置された保健所OB

の指導により、管理者及び販

売員の専門知識の向上を図る

ために巡回指導や衛生教育を

行っています。

適正な計量を確保するために

適正計量管理主任者を全店で64名任命し、適正な計量

を確保するための活動を行っています。

具体的には計量器の適正管理、肉・総菜・魚をはじめとし

た商品の量目検査により、正しく計量された商品の販売

に努めています。

担当業務の知識を習得するために

「食品」・「繊維」・「雑貨・生活雑貨」の三部門に分類し、全

店で年2回「品質管理通信講座」を実施しています。販売

部門や仕入部門を担当する社員を対象に、2004年度は

約2,000名が受講し、商品知識や法令知識の向上を図

っています。

また、食品衛生管理者全員を対象に、年に3回通信講座

を実施し、食中毒予防の実務の習得や、衛生関連知識の

向上に努めています。

ホームページにおけるギフト商品の
原材料・アレルギー表示について

ホームページでは、2003年歳暮ギフト商品から食品の

原材料表示をスタートしました。売場で販売する商品と

違い、インターネット販売での原材料表示は法律では義

務付けられていませんが、使用原材料、食品添加物に加

えて特に影響度の大きいアレルギー表示には､細心の注

意を払って自主的に情報を開示しています。今後は、原

材料名だけではなく、賞味期間や原材料の産地、製造方

法、生産者、商品のこだわりや履歴について、幅広い情

報の提供を検討していきます。

■インターネット販売における
不適切な表現の排除

インターネット販売においても、法令や当社基準に基づ

き掲載内容の事前確認を行っています。これにより不適

切な表現を事前に排除し、お客様に誤解を生じさせない

よう努めています。

1「マイナスイオンが血液を浄化させる」と表示した炭の置物

2「小ジワがなくなる」と表示した化粧水

3「100％キャロットジュース」と商品に記載されてい

るのに、原材料に人参以外のレモン果汁やハチミツが

使用されていたジュース

「商品の安心・安全をお約束するために」は商品の品質、

売場環境、従事する人の意識と知識、サービスの質を更

に高めるための仕組みを構築し、実行し、継続していくこ

とであると考えています。

社
会
活
動
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商品の安心･安全をお約束するために
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品 質 管 理

全店検品

月1回開催の「品質向上委員会」

委員長：社長 

副委員長：本社業務部長 
委員長代理：商品本部長 

推進事務局：本社業務部業務担当／環境・品質管理担当 

各店 
品質向上委員会 

事業本部（通販・専門館・外商） 
品質向上委員会 

商品本部 
品質向上委員会 

●品質向上委員会組織図

QCメモ（不適品記録メモ）部分

食品衛生担当マネジャー

北海道物産展

三越のギフトインデックス

●客観的根拠がないと過剰・誇大表現となる具体例

「特選」「無着色」「古式」「400年の伝承の手延製法」「昔な
がらの石臼挽きで自家製粉」「一本釣り」「プロ用（だし）」
「最高」「世界一」「環境にやさしい」

●ギフトインデックス事例

表示されるアレルギー物質・特定原材料（表示義務）
：小麦､卵､乳､そば､落花生

●不適切な表現例

（表示例）

●原材料表示の例



■個人情報保護は重要課題の一つ
2005年4月から「個人情報の保護に関する法律」が全面

施行され、それに伴い個人情報やプライバシーに関する

消費者の権利意識や社会的注目度はますます高まって

います。三越においても「個人情報の保護」が事業活動

における基本理念であると同時に、社会的責務であると

考えています。この重要かつ緊急なテーマに対し、経済

産業省の業界指導指針、並びに日本百貨店協会の個人

情報保護ガイドラインに準拠した、三越個人情報保護方

針を策定しています。また、個人情報保護に関わる社

内体制を再整備し、さまざまな課題に対する仕組みづく

り、取扱ルール等を策定しています。

個人情報管理委員会

個人情報管理委員会を立ち上げ、本社･本部から各店・

事業本部・関連会社に至るまで、個人情報保護に関する

管理体制をグループ全体で構築しています。

■三越倫理憲章
お客様に信頼される企業をめざし、企業の社会的責任（Ｃ

ＳＲ）を果たすための取り組みを積極的に推進しています。

特にさまざまな事業活動の中でコンプライアンスと、企

業倫理の徹底を柱としたコンプライアンス体制強化につ

いて、「三越倫理憲章」として定めており、三越の伝統を支

える「正直な商売」と「まごころのサービス」を具現化する

最も根本的な指針となっています。「三越倫理憲章」は、

「商品」「サービス」「販売」「表示」「情報管理」等に関する

法令･ルールを守り、お客様やお取組先、更に社会に対す

る説明責任を果たすことを約束しています。

■コンプライアンスの考え方
三越におけるコンプライアンスとは、企業倫理・法規範・

社内規範を広く含んだ企業活動の基礎となる考え方とし

て捉えています。

■コンプライアンス教育
新入社員、2年目社員、バイヤー、管理職等を対象に、そ

の職制に応じた階層別教育を毎年実施しています。また社

内イントラネットにおいて「コンプライアンス情報リンク」

を立ち上げ、商品取引に関する業務規程や販売業務に関す

る社内ルール等の業務上必

要な情報を発信し、情報の

共有化とコンプライアンス

の重要性を従業員に周知し

ています。

■公正取引推進への取り組み
お取組先との取引において、公平性や透明性を高めること

は、小売業者としての社会的な責任を果たす上で非常に重

要です。独占禁止法や下請法に基づいた公正な取引を実

施するために、本社・商品本部・各店毎に公正取引推進委

員会を設置し、役員や管理者研修等を通して、順法意識と

法令についての正しい理解を深めています。また返品や協

賛金など個々の項目について社内ルールの整備を進め、内

部監査等により、実施状況を確認しています。

■三越グループホットライン

公益通報者保護法が2006年から施行される予定です

が、2002年11月に内部通報制度として、「三越グループ

ホットライン」を設置し、コンプライアンスの実効性を高

めています。相談内容により、「ホットライン委員会」を開

催して対応し、内容によっては社長・顧問弁護士が参加す

ることもあります。

匿名での通報も可能ですが、匿名でない場合にも通報者

に不利益になることは一切なく、また必要に応じて調査

結果を通報者にフィードバックしています。

管理台帳・マップ

「顧客情報管理台帳」と「顧客情報管理マップ」は、社内の

個人情報を一元的に把握するための必須ツールとなって

います。

お取組先への対応

日々の営業活動の中で従業員とお取組先からの派遣販

売員、両者が協力しながらお客様へのサービスにあたっ

ています。そのため全てのお取組先と守秘義務契約を締

結し、お取組先における個人情報の適正な利用と安全管

理等についても約束しています。しかし、何らかの事故が

発生した場合、お客様に対しては、三越がその責任にお

いて誠実に対応を行うべきと考えています。

従業員への教育

法律が施行になる前から、従業員、お取組先からの派遣販

売員、アルバイト等に対し、三越個人情報取扱ポケットマ

ニュアルを配布し、社内教育を継続的に実施しています。

また全員が三越のル

ールを順守すること

を約束した「誓約書」

の提出を義務づけ、

個人情報保護に対す

る意識づけを図って

います。

社
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三越倫理憲章
三越倫理憲章は当社の企業活動をすすめるうえで全員がその

主旨を理解しお客様と社会に奉仕貢献するためのポイントと

なる項目をまとめたものです。

私たちは次のお約束をし良識を持った行動をします。

1. お客様第一主義に徹した正直な商売
2. お取組先との公正取引
3. 個人情報保護
4. 環境保全
5. 人権啓発と働きやすい労働環境づくり
6. 情報開示と社会貢献
7. 反社会的勢力との対決
8. 防災対策とお客様の安全
9. グループ企業統制とお取組先への周知
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コンプライアンス（法令順守）の徹底により、
誠実な企業活動を
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コンプライアンス

『私は本憲章の主旨を理解し「正直な商売」
「公正な取引」等正しい企業活動を実践します。』

委員長：社長 

事務局長：本社業務部長 
事 務 局 ：商品本部商品管理部 
　　　　　本社業務部法務担当 

各　店・事業部 
商品本部 各店・事業本部 各グループ会社 

本社公正取引推進委員会 

公正取引推進委員会 公正取引推進委員会 公正取引推進委員会 

委員長：本部長 
委　員：副本部長 
　　　 商品担当GM 
事務局：商品管理部 

委員長：各店長･事業本部長 
委　員：各部GM 
事務局：業務推進部 
　　　 （営業推進部） 

委員長：各社社長 
委　員：各社部長 
事務局：各社総務部 

●公正取引推進委員会組織図

●個人情報保護方針（プライバシーポリシー）

三越個人情報保護方針
株式会社三越および三越グループ各社(以下｢当社および当

社グループ｣という)は、当社の基本理念である「お客様第一主

義」にしたがい、お客様に最高のサービスを提供するため、お

客様からお預かりする個人情報（以下「個人情報」という）を大

切に管理し、適正に利用させていただきます。また個人情報

がお客様の大切な財産であることを強く認識し、個人情報の

保護が当社の事業活動における社会的責務であると考えて

おり、個人情報保護に関して以下の取り組みを行っています。

１．当社および当社グループは、お客様の個人情報を取り扱

うにあたり、個人情報保護法その他関係法令及び業界ガ

イドライン等を遵守します。

２．当社および当社グループは、適切な個人情報の取得およ

び利用の基準とこれを厳正に運用するため、三越個人情

報管理規程を策定し、個人情報への不正アクセス・個人情

報の紛失・破壊・改ざんおよび漏洩などを防止するための

行動規範・具体的ルールを定めます。

３．当社および当社グループは、三越個人情報管理規程に基づ

き、各部門に個人情報管理担当者を任命するなど、個人情

報保護を遵守するための組織体制の整備を図ります。

４．当社および当社グループは、お客様から個人情報をお預

かりする場合には、お客様に利用目的および利用範囲を明

示し、お客様からの承諾を頂いたうえで、お客様へのサー

ビスの提供に必要な範囲内で個人情報をお預かりします。

５．当社および当社グループは、個人情報の利用にあたり、

お預かり時点で明示いたしました利用目的および範囲内

でのみ利用するものとし、目的外または利用範囲を超え

て利用しません。

（以下略）

台帳

マップ

委員長：社長 

CPO※：専務 

事務局：本社業務部 
監査役会 

監査室 

各店・事業本部 商品本部 本　社 

関連会社 
■各社に個人情報管理委員会 

・株式会社 三越情報サービス 
・株式会社 三越物流 
・株式会社 三越保険サービス 

・株式会社 三越友の会 
・レオド－ル商事株式会社 
・株式会社 プロネット  等 

■個人情報管理委員会 
　個人情報管理責任者　 
　　副店長・副事業本部長 

■個人情報管理委員会 
　個人情報管理責任者　 
　　総務部GM

■個人情報管理委員会 
　個人情報管理責任者　 
　　業務部長 

個人情報管理者　 個人情報管理者 個人情報管理者 

●個人情報管理委員会組織図

個人情報の保管場所には
必ず施錠をしています

ポケット
マニュアル

企業倫理 

法規範 
（法律・条例等） 

（企業理念・三越倫理憲章） 

社内規範 
社内ルール・ 

業務マニュアル等 

コンプライアンス

コンプライアンス研修

※CPO（チーフプライバシーオフィサー）：個人情報統括責任者をいう。

10. コンプライアンス体制強化



■寄付活動
福岡店・通信販売事業本部

福岡店と通信販売事業本部

では、環境保全への社会貢

献活動として、自然保護団体

「WWF（財団法人世界自然

保護基金）」と協働して、募金

活動を行いました。

福岡店では1999年から毎

年クリスマスの時期に合わ

せ、チャリティ募金を行って

いましたが、スタートから6

年目を迎えた昨年は、11月

24日～12月25日の期間、

“未来の子供たちに、自然豊

かな地球を残そう”をテーマ

に、イタリア・ローマのトレ

ビの泉にヒントを得た「願い

の泉」を設置し、募金活動を

実施、収益金全額を「WWF」に寄付しました。

通信販売事業本部では、2005年2月の新聞折込「通信

販売ベストセレクション」掲載商品売上高の1％を寄付す

る活動を行い、「WWF」から感謝状をいただきました。

銀座店

2004年10月12日～18日に開催した「世界のトール

ペイント展」で、トールペイントの作家の方がペイントし

た募金箱を会場に設置し、募金を募りました。1週間で

集まった募金額68，642円は、特定非営利活動法人「人

道目的の地雷除去支援の会ＪＡＨＤＳ」へ寄付しました。

■NHK「ハート展」
日本橋本店

2004年3月に、障害のある

方が日常生活の中で感じたこ

とを一編の詩につづり、その

詩から感じたことを著名人や

アーティストが「ハート」で大

切に表現したコラボレーショ

ン展覧会の「NHKハート展」

を開催しました。

■お客様の声
2004年は、1年間で約3,000件、お客様からのご意見

をいただきました。お客様の声は売場で直接お伺いする

もの、また、店頭に設置している「お客さまの声」ボック

スを経由していただくもの、そして、インターネットを通

じてお客様センターへ入ってくるものなど、さまざまな

ルートを通じていただいておりますが、承ったご意見に

つきましては、迅速に該当部門に連絡が届く体制を整え

ています。お客様からご意見をいただいた部門において

は、最優先で素早く対応するとともに、他部門や各店で

も反映できるご意見については全員で共有化するなど、

より良いサービスを実現できるよう、取り組んでいます。

●お客様からのご意見対応フロー

ご意見内容としては、お買上げ商品そのものに関するも

のより、サービスに関するものが多いのが特徴で、まだ

まだサービスレベルの至らなさを実感していますが、今

後ともご来店いただく全てのお客様にご満足いただける

よう、お客様の声を真摯に受け止め、改善に努めていき

ます。

最近では、インターネットを通じた声も多くなっています。

インターネットでの受付件数は、昨年１年間で約17,500

件となりました。三越ＨＰ上のオンラインショッピングに

関するお問い合わせが半数近くを占めますが、各店での

商品の取り扱いの有無に関するメールでのお問い合わせ

が増えています。

■被災地支援活動
新潟県中越地震

2004年10月23日に発生した

新潟県中越地震においては、新

潟店が、地震発生の翌日からお

客様と従業員を対象に募金活動

を開始し、この活動はすぐに三

越全店へと拡大しました。お預

かりした募金は被災された住民

の皆様への義援金として、日本

赤十字社へお届けしました。新潟店では、これらの活動

と合わせて、地震発生以降「新潟中越地震復興イベント」

をさまざまな形で実施しています。2005年5月には、

「山古志村ふたたび」写真展を開催、収益金の一部を山古

志村復興基金へ寄付しました。開場では、地震で倒れた

大木からつくられた「復興わらべ地蔵」が展示され、話題

を集めましたが、写真展終了後も、新潟店の正面口に引

き続き展示されています。今でもご来店いただく多くの

お客様が復興の願いを込めて地蔵の頭を撫でている姿が

見受けられます。

スマトラ沖地震
・インド洋津波

2004年12月のスマト

ラ沖地震、インド洋津波

被害の被災者の救済及び

被災地の復興の為の救援

金募金活動を全店で、お

客様及び従業員に対し実施しました。集まった募金は、

全額日本赤十字社へお届けしました。

福岡県西方沖地震

2005年3月20日の福

岡県西方沖地震で被害を

受けた地域の救援のため

に、募金を実施しました。

集まった募金は、被災地

の復興に役立てていただ

くために日本赤十字社へ

お届けしました。

■地域と共に
札幌店

2004年9月に発生した台風18

号の被害により、札幌の街路樹が

多く倒れました。札幌店では、有

志のお客様12名の方と共に銀杏

の木を20本札幌市へ寄付し、北

１条通りの歩道へ植樹しました。

松山店

2004年7月4日に「松山市市民大清掃」として、松山市内41

地区を活動単位とした公共の場所のゴミ拾いなどの清掃が実

施され、松山店も「クリーン作戦」の一環として参加しました。

第29回目となるこの清掃では、「ごみ拾いでギネスに挑戦」と

題し、ボランティアのために集まった人数の世界記録の更新を

果たし、2005年4月には正式にギネスに認定されました。

池袋店

豊島区では2004年11月から、

池袋駅周辺を路上分煙とし、歩

きたばこ禁止重点エリアを設定

しました。

池袋駅から池袋店までは歩きた

ばこ禁止重点エリア内となり、

毎月豊島区主催の喫煙マナー推進に関するキャンペーン

に協力しています。

多摩センター店

簡易包装の推進やマイバッグの

宣伝活動、積極的な資源回収と

いった創意工夫による「リサイ

クル」や「ゴミの減量」のための

取り組みが認められ、2005年6月28日に多摩市から「多摩

市リサイクル協力店」として認定されました。

仙台店

2004年11月、宮城県百貨店

協会からの参加要請を受け、

「袋もらわずにいいモノもらお

うキャンペーン」を実施しまし

た。これはお買物の際お客様がお買い物袋を断ると、商品券

やお米券などが当たる応募券をお渡しするキャンペーンで、

お買い物袋の削減を目的としています。仙台店では、会期中

14日間で約18,000枚の応募券を配布しました。

社
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お客様と共に、社会・地域のために

37

社会貢献活動／地域活動

お客様 

広報室 
お客様センター 

各店 
売場･お客様相談室 

店　長 社  長・本  社・本  部　 

電話・FAX･メール 
お客様の声BOX

ご意見 ご意見 

指示 報告 

報告 

情報の共有化 

情報の 
共有化 

回答 回答 

接客態度 
1,020件 

797件 
379件 

配送207件 

販売技能 

416件 
販売知識 

設備144件 

販売サービス/その他 

非販売サービス/その他 154件 販売サービス 
非販売サービス 

●サービス内容に関するお客様の声

新潟店正面口の「復興わらべ地蔵」

スマトラ沖地震インド洋津波救援募金箱

日本赤十字へ義援金を手渡す福岡店長（右）

NHKハート展会場

植樹する札幌店長

池袋駅周辺でキャンペーンを実施

エコロくんのマークが目印の看板

福岡店告知媒体とメッセージカード

通信販売事業本部
折込と感謝状

キャンペーン応募券



ご来店いただいたお客様が安心して、安全にお買い物い

ただける店舗をめざして、施設・設備の整備や高質なお

もてなしに取り組んでいます。

快適にお買い物いただくために

出入口やフロアの段差の除去、優先スペースをもうけた

駐車場の確保などのさまざまな改善・整備を行っていま

す。昨年オープンした日本橋本店新館では、多機能トイレ

を各階に設置、また、お客様からのご要望によりオストメ

イト対応トイレにシャワー機能を設置しています。

車いすでご来店のお客様のために

全店で車いすの貸し出し、車いす用トイレ、車いす用フィッ

ティングルーム（日本橋本店・銀座店・池袋店・千葉店・名古

屋ラシック店・高松店・松山店・福岡店）の設置など、歩行

に障害のある方のスムーズな店内移動や、快適にお買い

物いただくための､さまざまな改善・整備を行っています。

視覚や聴覚に障害のあるお客様のために

視覚や聴覚に障害のある方に、点字パネル・音声付きエ

レベーターの設置やエレベーター内の各階点字表示、簡

易筆談器の設置、受話音量調節機能のついている電話な

どさまざまな施設設備の改善を進めています。

社
会
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人にやさしい店作りをめざして
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ノーマライゼーション

■日本橋本店　サービスアテンダント
日本橋本店で、2004年3月に発足した「サービスア

テンダント」は現在14名で、日本橋本店の室町口に2

人が常駐する一方で、常に店内を巡回して「何かお探

しですか？」「お荷物をお持ちしましょうか」とお客さ

まに積極的に働きかけています。日本橋本店は、店

舗規模も大きく、吹き抜けのある構造等から、特に初

めてご来店になるお客様には、わからない点も多く、

スムーズにお買い物が出来ないという悩みをよく聞

きます。サービスアテンダントから積極的に働きか

けることで、日本橋本店で楽しくお買い物できるため

のお手伝いをしています。メンバーの約半分がサー

ビス介助士の資格を取得しており（現在全員取得に

向けて勉強中）、ご予約での車いすをご利用のお客

様のお買い物を１ヵ月

に約20～25件程お

手伝いしています。

日本橋本店 ベビー休憩室

お子様連れでご来店のお客様のために

お子様と一緒にご来店のお客様のために、全店でベビー

カーの貸し出しや、ベビー休憩室を子供用品売場の近くに

設置しており、授乳室やおむつ替え用ベッド、ミルク用お

湯等の用意もしています。また、一部店舗では、お母様の

悩みに答える母子健康相談や栄養相談も実施しています。

身体障害者補助犬の受入れ

「身体障害者補助犬法」が2003年10月に施行されまし

た。全店で身体障害者補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）

を受け入れる体制を整えています。

サービス介助士※がお買い物をサポート

2002年度より、資格取得への取り組みを開始し、現在

全店で76名がサービス介助士の資格を取得していま

す。お客様から要望があった際に、お買い物のお手伝い

をしています。また、各店で

従業員に対する講習等を実

施しています。

銀座店 ベビー休憩室
日本橋本店 キッズ用トイレ

全店統一の受入れ表示

※サービス介助士：歩行の介助や車
いすの操作方法などを取得し、お
客様のご不便を実体験したうえ
で、適切なお手伝いができるため
の知識・技術を習得。ＮＰＯ法人
日本ケアフィットサービス協会が
認定。 「サービス介助士」プレート

日本橋本店 貸し出し用車いす 日本橋本店 低位置電話

池袋店車いす用フィッティングルーム

日本橋本店新館 正面口 日本橋本店 優先駐車場スペース

日本橋本店 多機能トイレ 日本橋本店 オストメイト対応トイレ

日本橋本店 地下鉄口

日本橋本店 簡易筆談器 日本橋本店
点字パネル付エレベーター

日本橋本店 サービスアテンダント



2005年3月1日現在　全マネジメント職に占める女

性社員の登用割合は6.9％ですが、今後より一層の登用

を推進していきます。

■障害者の雇用
障害者雇用率は2005年2月末現在で1.57％です。現

在障害者の採用計画を再構築し、法定雇用率（1.8％）を

達成できるよう取り組みを推進しています。

■適正な労働時間に対する取り組み
従業員が所定の労働時間内に健康でいきいきと働きな

がら、その他の時間は休息したり、自己啓発に励むといっ

たメリハリのある生活を送ることが、お客様に質の高い

サービスでおもてなしをする上で、大変重要であると考

えています。そのため、労働組合と協力しながら、労働環

境や労働時間に関する取り組みを継続して行っています。

2004年度取り組み例
・開店前・閉店後業務の見直し　　
・休日完全取得ルールの導入
・広報誌による適正な時間管理の教宣等

■ハラスメント対策
三越グループでは「従業員がお互いを尊重し、いきいき

と働くことができる職場環境づくり」をめざして、労使で

「ハラスメント対策部会」を設置し、継続して取り組んで

います。

具体的には、社内広報誌による教宣活動や管理者教育

などの実施、年に1回三越グルー

プ全従業員を対象にしたハラスメ

ントに関するアンケートの実施、

また社内相談窓口・労働組合相談

窓口・外部カウンセラー相談窓口

を設け、個別相談にも対応してい

ます。

■いま、人権はグローバルスタンダードに
「人権、環境、平和」がいま世界で重視されるキーワード

となり、グローバルスタンダードとして確立されている中、

人権尊重の企業文化の創造に向けて1998年に「三越人

権宣言」を制定し、行動目標を定めています。従業員への

人権教育・啓発を進め、人権問題を日常の業務や生活に

深く関わる問題として認識を持てるようにする一方で、企

業として社会啓発イベントの開催などを実施し、基本的

人権の尊重に積極的に取り組んでいます。また同時に社

内においても、人権尊重の視点からいきいきと働きがい

のある企業風土の創造をめざし、次のような人事諸制度

を構築しています。

■人材開発と育成の仕組み
従業員一人ひとりが自分自身のキャリアプランを意識し、

それぞれの専門性を高めていくことを求められる複線型

の人事制度を2003年11月より導入しました。求められ

る知識や能力が細分化している中で、この制度は6つの

職群と3つのコースに分かれ、さらに専門性の高い人材

開発プログラムと、キャリアプランに沿って自主参加で

きるプログラムを提供する仕組みになっています。

高度な専門性を持ち、お客様の満足を高める「おもてな

しのプロ」の育成のために『三越リテールアカデミー』

1「販売力強化プログラム」2「スペシャリスト養成プロ

グラム」を、チーム力を最大限に高める「マネジメントの

プロ」の育成のために『三越ビジネスアカデミー』、3「次

世代能力開発プログ

ラム」4「マネジメン

ト開発プログラム」

5「ビジネスリーダー

養成プログラム」の5

つのプログラムを用

意しています。

■推奨する20販売資格
商品を通じた人的サービス向上の一環としてお客様に役

立つ「商品知識」や「販売技術」の向上のために「三越推奨

20資格」の取得促進を図っています。

今後もそれぞれの部門の特性に応じた「おもてなしのプ

ロ」としての資格取得を支援し、高度な専門知識を身に

つけることでお客様に質の高いサービスを提供していき

ます。

■キャリアサポート
従業員が仕事と家庭の両立を図れるよう、育児・介護休

職や短時間勤務といった制度を以前より整備してきまし

た。2005年2月末時点の取得者数は育児休職145人、

育児勤務294人で女性社員の12％が育児制度を取得

しています。また、男性の育児休職取得が現実的となる

とともに、「次世代育成支援対策推進法」施行に伴い、仕

事と育児の両立支援、従業員のモチベーション向上と企

業の生産性向上を柱とした「一般事業主行動計画」を策

定し、2005年4月1日に届出を行いました。
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三越ビジネスアカデミー 

ビジネスリーダー 
養成プログラム 

次世代 
能力開発プログラム 

マネジメント開発 
プログラム 

全従業員対象プログラム  

  商品･販売 
コース 

営　業 
コース 

後　方 
コース 

スペシャリスト 
養成プログラム 

販売力強化 
プログラム 

■多様な就業形態と機会均等
≪要員の内訳≫　　　　　　　　　　　　　　　　　　    2005.2.28現在（人） 

男 性 女 性 合　計　　 

社　員 

スタッフ社員・プロスタッフ 

フェロースタッフ 

シニアスタッフ 

　　　　合　　計 

4,256 

65 

156 

295 

4,772

3,648 

518 

3,408 

37 

7,611

7,904 

583 

3,564 

332 

12,383

※社員以外の雇用区分の内、有期雇用スタッフ、スタッフ社員・プロスタッフは社員と同じ勤務 
　時間で働く、フルタイムの契約社員、フェロースタッフはパートタイムで働く契約社員のこと。 
※シニアスタッフ制度：定年後も健康で働く意志がある社員については、原則として年金満額 
　受給までの期間（最長65歳まで）再雇用する制度。 

≪女性社員のマネジメント職への積極的な登用≫　　　       2005.3.1現在（人） 

男　性 女　性 合　計　　 

役　員・執行役員 

経営職 

総合職（マネジメント職） 

　　　　合　　計 

41 

262 

1,253 

1,556

0 

4 

112 

116

41 

266 

1,365 

1,672

育児休職制度は女性に限られたものではないこと

は知っていましたが、実績として女性しか取得者が

おらず、いざ自分が「取得したい」と申し出るま

でにはタイミング等さまざまな葛藤がありました。

それでも私が取得しようと思ったのは、子ども（双

子）と向き合う時間を実感したい、妻（1年間育児休

職取得）の職場復帰を少しでもサポートしたい、と

いう思いと、今まで周りの育児勤務をしている女性

を多数見てきて、共働き家庭において男性が育児

に関わること、並びに企業のサポート体制の必要性

を感じていたからです。

取得にあたっては上司・同僚・関連部署の方の理

解・協力がありスムーズに育児休職（1ヶ月間）がス

タートしました。期間中、育児の大変さを味わうこ

とになりましたが、楽しくもありました。また一方で

1ヶ月間子どもと一緒にいられたことで、子どもか

らたくさんのパワーをもらい、本当に幸せな時間を

過ごすことが出来ました。

商品本部
宝飾品
アクセサリー部バイヤー

松岡　力

42

いきいきと働ける職場をめざして

■男性の育児休職取得者の声

41

人権・人材育成 雇用体系

●人材開発体系　専門性を支援する5つのプログラム

（2005年2月末現在　全店で1,858人取得）

「三越人権宣言」
三越は、経営理念に基づき、人権問題を重要課題

ととらえ、現存する人権侵害・差別事象の解決へ向

けて三越グループ全体で取り組み、人権尊重の企

業文化を創造することをここに宣言します。

教育風景

社内広報チラシ



■ストレスケア及び
メンタルヘルスケアの取り組み

セルフケア、業務ラインによるケア、内部専門スタッフに

よるケア、外部専門スタッフによるケアの4つのケアの連

動によるメンタルヘルスケアに取り組んでいます。その

一環として全国の新任マネジ

ャーを対象に産業カウンセラ

ーによる研修の実施、三越共

済会主催の外部講師を招いて

のセミナーの開催、三越健康

保険組合による電話健康相談

を実施しています。

■ウォーキングキャンペーン
三越健康保険組合主催で、健康な身体をつくるために年

2回、定期的にウォーキングキャンペーンを実施していま

す。参加者全員に記録用紙が配られ、期間終了迄に目標

を達成した参加者には完歩賞がおくられます。

又、希望者へは万歩計を支給しています。

■労働災害の発生及び防止策
労働災害の中でも、主に従業員の職場での業務上災害

防止に向けた取り組みを進めています。発生状況を分析

し、課題点を明確にした上で、再発防止の視点で、売場・

バックヤード・事務所等を巡回し、職場の安全確保を図

っています。

又、「業務上災害が発生した際の各職場での対応方法」の

再整理を行い、発生時の速やかな対応と再発防止に向け

て取り組んでいます。

社
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2004年9月より「従業員相談室」を、仕事上の悩みや

職場のハラスメント問題などを抱える従業員を支援

するために、開設しました。

①職場のストレスを予防する環境づくり

②早期発見・早期治療のための環境づくり

③職場復帰と再発防止のための環境づくり

以上を目標として、産業カウンセラーや保健師が相談

を受ける体制を整えています。

従業員相談室という名称は、どんな悩みでも、誰に聞

いていいかわからない疑問でも何でも､相談に来て

欲しいという思いがこめられており、仕事上の人間関

係やハラスメントの悩み等の他に､近隣の病院の問い

合わせや社内の手続きのことまで、さまざまな相談

が寄せられています。相談の手段としては、来室が約

半分を占めますが、その他電話、メール、ＦＡＸ等さま

ざまな手段で受け付けています。

従業員は誰でも相談することができ、男女比は女性

が約55％、男性が約45％となっています。30代の

4443

労働安全衛生

相談が圧倒的に多く、開設から半年で全体の約6割に

上っています。

また、長期に休職していた方の復職支援も相談室の

大きな役割となっており、徐々に職場に慣れて完全に

復職できるまでをサポートしています。相談室の入り

口を常に開放するなど､入りやすい雰囲気づくりや、

長時間の相談にも疲れにくい椅子を用意するなどの

工夫もしています。

≪定期健康診断の実施状況≫　　　　　　　　　　　　　�2004年度（首都圏勤務者）�（人）�

対象者� 受診者� 受診率　　

一般定期健康診断（～29歳）�

生活習慣病健康診断（30歳～39歳）�

特別精密健康診断（40歳～）�

99.7％�

99.6％�

99.8％�

784�

1,752�

3,265

定期健康診断の種類（対象年齢）�

782�

1,745�

3,258

■健康支援体制の整備
営業時間の拡大に伴い、従業員の勤務時間が夜型へシフ

トし、生活のリズムの乱れや不規則な食生活は体調への

悪影響を及ぼす恐れがあります。また、質の高いサービ

スを提供していくために、従業員一人ひとりに求められ

る仕事のウエイトは質・量とも更に高まっています。この

ような状況の中、心身両面における健康支援体制は従来

以上に重要な課題です。産業医を中心とした産業保健ス

タッフの協力のもと、「従業員の健康づくりの推進」に向

け、社内外の資源を有効活用した健康づくりメニューの

紹介などを通して、従業員の健康支援を行う「健康づくり

サポートシステム」を構築し実践しています。また三越健

康保険組合等関連諸団体との連携により、健康診断、健

康相談・指導、健康教育、ストレスケア及びメンタルヘル

スケア、その他健康支援活動を行っています。

健康診断と健康相談・指導の実施

法律で定められている以上の健康診断項目による定期健

康診断（各年代ごとに健康診断項目を設定）と特定健康診

断を全国統一基準にて実施しています。そして健康診断

の結果に基づき、年１回各人の健康を見つめ直す機会と

して、所見の有無に関わらず、全員を対象に社内の産業保

健スタッフによる健康

相談・指導を実施して

います。従業員との信

頼関係を築きながら

顔の見える取り組み

を行っています。

■安全衛生管理体制の整備
全従業員が健康でいきいきと、安心して働くことのでき

る職場環境の整備に取り組むことで、従業員がお客様へ

質の高いサービスを提供し、お客様の満足度を高めてい

くことにつながると考えています。そのために、従業員の

安全面・衛生面の充実をめざし、安全衛生管理体制の再

構築に向けて2002年7月に「安全衛生委員会実施マニ

ュアル」を策定し、継続的に取り組んでいます。

マニュアルには、①労働安全衛生法に定められている各

店舗・事業所の安全衛生管理を促進するための責任体制

のあり方、②毎月開催が義務づけられている安全衛生委

員会の実施方法、③職場環境整備を図って行く上での具

体的な取り組み内容等について記載されています。これ

に基づき各種設備の法定点検だけでなく、産業医を中心

とした職場環境巡回を毎月１回実施し、労働災害防止の

視点のみならず、従業員満足度の向上に向けた「快適な

職場環境づくり」に取り組んでいます。加えて、労使によ

る「労働環境改善委員会」の分科会として、「安全衛生部会」

を設置し、福利厚生施設の整備、職場における喫煙ルー

ルの徹底、健康支援体制の整備についても、繰り返し見

直しを行いながら向上に努めています。

■福利厚生施設の整備
安心して働ける職場環境づくりの観点から「身体の休息」

「心の休息」の重要性が問われてきていますが、従業員が

利用する福利厚生施設について各種法令、他企業の具体

的事例を参考にした独自の基準を策定し、店舗の増床・

リニューアル時に活用しています。従業員食堂・休憩室・

更衣室・健康相談室・トイレに至るまで施設・設備面での

数値基準を含めた内容となっています。

■職場における喫煙ルールの徹底
職場環境整備の一環として、「職場における喫煙ルール」を策

定し、全店・事業本部ごとに取り組んでいます。具体的には

①職場内での喫煙は行わないこと（職場とは、各部門の事務

席・会議室・ミーティングルーム・商談室・応接室を含む）

②喫煙は所定の喫煙所（喫煙休憩室等）にて行い、喫煙所

は安全衛生委員会にて協議の上決定し、喫煙所毎に管

理体制と責任者を決定することとしています。

≪三越健康保険組合電話健康相談内容≫� 2004年4月～2005年3月�

構成比（％）�

健康保持･増進に関すること�

気になる体の症状について�

家庭看護について�

現在治療中の治療について�

母子保健について�

育児相談�

ストレス及びメンタルヘルスの相談�

夜間、休日の医療機関の案内�

オプションサービスについて�

その他�

0.7�

31.5�

8.5�

35.0�

0.8�

10.3�

4.3�

2.0�

0.2�

6.7�

相 談 内 容 �

≪ウォーキングキャンペーン実施内容≫�

※全体的には、45歳以上の参加者の完歩率が高い傾向にあります。�

参加者数� 完歩者数�コース名�

2004年  4月�

2004年10月�

2005年  5月�

�

1.361�

1.634

実施年月�

箱根駅伝踏破コース（1ヶ月間）�

京都世界遺産巡りコース（1ヶ月間）�

箱根駅伝踏破コース（1ヶ月間）�

四国お遍路の道コース（2ヶ月間）�

�

678�

997�

�
1,315 930�

�

（人）�

従業員満足度の向上に向けて

禁煙・喫煙休憩室

健康相談ポスター

■「従業員相談室」の開設

健康相談

従業員相談室 告知ポスター

0000@mitsukoshi.co.jp

03-0000-0000
0000@mitsukoshi.co.jp
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エネルギー使用量及び水使用量（2004年3月～2005年2月） 廃棄物量（2004年3月～2005年2月） 

電気使用量 
（単位：ＭＪ） 

302,765,288 

156,883,025 

180,677,887 

111,326,559 

99,767,226 

127,719,922 

104,851,400 

127,380,236 

266,630,650 

127,962,517 

85,821,896 

49,217,994 

39,315,891 

100,281,158 

84,290,481 

112,614,741 

145,887,954 

74,710,025 

2,298,104,849

ガス使用量 
（単位：ＭＪ） 

116,518,665 

22,919,890 

5,760,817 

32,052,062 

3,727,493 

4,462,628 

22,438,296 

2,298,167 

48,947,485 

7,525,489 

23,452,697 

5,656,073 

3,107,756 

 13,165,772 

5,818,973 

35,711,396 

1,782,251 

17,360,665 

372,706,574

0 

1,673,285 

48,068,919 

0 

21,924,808 

5,247,572 

0 

34,488,100 

0 

0 

0 

0 

0 

129,382 

18,136,100 

0 

43,023,040 

0 

172,691,205

総エネルギー 
使用量 

（A重油含む） 
（単位：ＭＪ） 

419,283,952 

181,476,199 

234,507,623 

143,378,621 

125,419,527 

137,430,121 

127,289,696 

164,166,504 

315,578,135 

135,488,005 

109,274,593 

54,874,068 

42,423,647 

113,576,312 

108,245,553 

148,326,137 

190,693,245 

92,070,690 

2,843,502,628

地域冷暖房等 
使用量（A重油含む） 
（単位：ＭＪ） 

 

総水使用量 
（単位：m3） 

366,910 

88,158 

210,919 

103,055 

74,063 

101,054 

84,828 

226,362 

204,568 

110,807 

87,746 

34,172 

22,899 

90,270 

71,824 

98,887 

112,947 

59,660 

2,149,129

  廃棄物総　

紙類 ダンボール 
　食品 
廃棄物 

461.8 

313.2 

625.1 

470.4 

456.4 

613.4 

596.7 

101.4 

256.8 

152.0 

189.1 

54.3 

135.9 

200.4 

73.9 

109.5 

90.6 

167.0 
5,067.7

1,036.0 

238.4 

416.1 

203.9 

328.1 

377.9 

208.0 

365.3 

548.7 

423.2 

116.7 

164.6 

 139.0 

 170.8 

181.8 

 273.4 

438.0 

139.8 
5,769.6

624.6 

100.9 

300.0 

203.7 

226.4 

130.7 

217.5 

376.7 

439.3 

240.9 

134.3 

36.6 

105.5 

154.5 

184.6 

151.7 

299.6 

163.5 
4,090.9

日 本 橋 本 店  
新 宿  

銀 座  

池 袋  

横 浜  

千 葉  

仙 台  

札 幌  

名 古 屋 栄  

名 古 屋 星 ヶ 丘  

新 潟  

大 阪  

倉 敷  
広 島  
高 松  
松 山  
福 岡  
鹿 児 島  
本 支 店 計  

日本橋本店  

新 宿  

銀 座  

池 袋  

横 浜  

千 葉  

仙 台  

札 幌  

名古屋栄  

名古屋星ヶ丘 

新 潟  

大 阪  

倉 敷  

広 島  

高 松  

松 山  

福 岡  

鹿 児 島  
本支店計  

※A重油使用 

※ 

※ 

※ 

エネルギー使用量及び水使用量注釈 

●エネルギー使用量の把握に当たっては､環境省「環境報告書ガイドライン」により、以下の通り、電気は「エネルギーの使用の合理化に関す

る法律施行規則」、ガス・A重油については、資源エネルギー庁「エネルギー源別標準発熱量表」に定める熱量換算係数を使用しています。 

　電気－9.830MJ／Kwh、ガス－45.9MJ／m3、A重油－39.1MJ／  

●総水使用量については、上水、中水、井戸水の合計使用量で表示しています。 

「エネルギー使用量」、「水使用量」、「廃棄物量」データを掲載するに際し、エネルギー使用量及び水使用量は小数点以下第1位、廃

棄物量は小数点以下第2位の数値を四捨五入しています。そのため店舗別・項目別数値の合計と合計欄の数値が一致しない場合も

あります。 

東京都「都民の健康と安全を確保する環境に関する条例」に基づく 
都内店・2004年度 二酸化炭素排出量実績（2004年4月～2005年3月） 

 目標比（％） 目標比（％） 2001年度比（％） 2001年度比（％） 2004年度 
総排出量（     t） 

49.5 

55.5 

62.4 

60.5 

58.2 

61.8

－5.9 

－0.2 

－2.5 

－1.9 

－0.3 

－3.4

－1.6 

－7.1 

－2.4 

－1.7 

－6.8 

－3.6

6.9 

－8.7 

－3.8 

15.1 

－1.1 

－5.5

－3.7 

－2.3 

－3.9 

14.8 

－0.7 

－5.4

17,988 

6,891 

10,177 

8,042 

4,018 

2,312
合　計 55.5 －3.5 －1.2 49,428 －3.1 2.0

日 本 橋 本 店  

新 宿  

銀 座  

池 袋  

恵 比 寿  

新 宿 ア ル タ 館  

東京都「都民の健康と安全を確保する環境に関する条例」では、都内にある約1,000社の事業者に対し、二酸化炭素排出量の削減目標

を自主的に設定し取り組むこと、そして結果について報告・公表することを義務付けています。 

当社では、2001年度を基準年度として二酸化炭素排出量の削減目標を設定し、排出抑制を進めました。その結果、目標年度である

2004年度には、原単位、総排出量とも目標を達成しました。 

2004年度排出量 
原単位 単位： 単位： 

※2004年度総排出量において日本橋本店・池袋店が2001年度を上回ったのは、日本橋本店新館が2004年10月に増床オープンしたこと、池袋店が2001年度の

　期中に東京電力以外の二酸化炭素排出係数が高い「その他電気事業者」からの電力供給へ切り替えたことによります。 

 量（単位：t） 

その他 総 合 計 
瓶･缶･ 
ペット 
ボトル 

瓶･缶･ 
ペット 
ボトル 

瓶･缶･ 
ペット 
ボトル 

紙類 ダンボール その他 総 合 計 
　食品 
廃棄物 紙類 ダンボール その他 総 合 計 

　食品 
廃棄物 リサイクル率 

123.8 

22.4 

84.9 

24.4 

27.0 

31.4 

41.4 

40.9 

38.6 

11.3 

10.3 

1.2 

14.5 

22.0 

12.3 

21.2 

1.4 

10.3 
539.3

1,235.3 

57.7 

435.1 

59.0 

87.0 

 21.1 

57.2 

555.1 

1,248.3 

 256.6 

97.4 

101.1 

10.0 

90.8 

67.6 

242.7 

314.9 

65.3 
5,002.2

3,481.4 

732.5 

1,861.2 

961.4 

1,124.9 

1,174.5 

1,120.7 

1,439.4 

2,531.7 

1,083.9 

547.8 

357.8 

404.9 

 638.5 

520.2 

798.4 

1,144.5 

545.9 
20,469.7

廃 棄 量 （単位：t） 

0.0 

 300.9 

577.4 

243.7 

431.8 

606.8 

572.8 

0.0 

126.1 

134.1 

182.8 

26.9 

128.2 

167.4 

45.2 

 0.5 

0.0 

140.2 
 3,684.8

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  
0.0 

461.8 

12.3 

47.6 

226.7 

24.6 

 6.6 

23.9 

101.4 

130.7 

17.9 

6.2 

27.4 

7.7 

33.0 

28.8 

109.0 

 90.6 

26.9 

 1,383.0 

27.3%

1,036.0  

238.4  

416.1  

203.9  

 328.1  

377.9  

208.0  

365.3  

548.7  

423.2  

116.7  

164.6  

139.0  

170.8  

181.8  

273.4  

438.0  

139.8  
5,769.6 

100.0% 

504.8 

3.6 

67.3 

26.7 

171.6 

85.3 

95.1 

225.6 

66.4 

108.3 

122.2 

0.0 

13.0 

14.6 

42.8 

17.2 

22.2 

7.0 
1,593.7 

39.0%

123.8 

22.4 

84.9 

24.4 

27.0 

31.4 

41.4 

 40.9 

38.6 

11.4 

10.3 

1.2 

14.5 

22.0 

12.3 

21.2 

0.1 

10.3 
538.0 

99.8%

244.5 

43.0 

125.3 

33.2 

77.8 

6.1 

 6.1 

110.3 

347.6 

10.8 

2.2 

2.6 

10.0 

28.6 

20.8 

14.2 

24.5 

1.3 
1,108.9 

22.2%

2,370.8 

319.6 

741.1 

514.9 

629.0 

507.3 

374.5 

843.5 

1,132.0 

571.5 

257.6 

 195.9 

 184.1 

269.1 

 286.4 

 435.1 

 575.4 

185.2 
 10,393.1 

50.8%

68.1% 

 43.6% 

39.8% 

53.6% 

55.9% 

43.2% 

33.4% 

58.6% 

44.7% 

52.7% 

47.0% 

54.7% 

45.5% 

42.1% 

55.1% 

54.5% 

50.3% 

33.9% 
50.8%

リ サ イ ク ル 量 （単位：t） 

119.8  

97.3  

232.7  

177.0  

54.8  

45.4  

122.3  

151.1  

372.8  

132.6  

12.1  

36.6  

92.5  

139.8  

141.8  

134.4  

277.4  

156.6  
2,497.2 

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

1.3  

0.0  
1.3 

990.7  

14.7  

309.9  

25.8  

9.2  

15.1  

51.1  

444.8  

900.7  

245.8  

95.2  

 98.5  

0.0  

 62.1  

46.8  

228.5  

290.4  

64.0  
3,893.3 

1,110.5 

412.9 

 1,120.1 

446.5 

 495.8 

667.2 

746.2 

 595.9 

 1,399.7 

512.4 

 290.2 

162.0 

220.8 

369.4 

233.8 

363.4 

569.1 

360.8 

10,076.6  

廃棄物集計区分注釈 

●店舗所在の市・区によって分別収集の基準が異なるため、項目を「紙類」､「ダンボール」､「食品廃棄物」､「瓶･缶･ペットボトル」､「その他」の5項目に集約しました。 

●「紙類」は事務用紙・新聞紙・雑誌類等を含んでいます。 

●「食品廃棄物」には食用廃油を含んでいます。 

●「その他」には､廃プラスチック､汚泥､種類が特定できない廃棄物等を含んでいます。 

●廃棄処分している廃棄物重量を「廃棄量」､再利用している廃棄物重量を「リサイクル量」として集計し、両方を合算して「廃棄物総量」としています。 

掲載項目 掲載ページ 

経営責任者の緒言（総括及び誓約を含む） 

報告にあたっての基本的要件（対象組織・期間・分野） 

事業の概況 

事業活動における環境配慮の方針 

事業活動における環境配慮の取り組みに関する目標､ 
計画及び実績等の総括 

事業活動のマテリアルバランス 

環境会計情報の総括 

環境マネジメントシステムの状況 

環境に配慮したサプライチェーンマネジメント等の状況 

環境に配慮した新技術等の研究開発の状況 

環境情報開示、環境コミュニケーションの状況 

環境に関する規制の順守状況 

環境に関する社会貢献活動の状況 

 

 

3～4 

2 

50 

1 

24
 

 

― 

― 

23～24 

― 

― 

32 

24 

38 

 

25～26,45 

― 

26,45 

25,45 

― 

― 
27～28 

45～46 
― 

21～22 

30 

9～16 

43～44 

41～42 

― 

37 

33～34 

35 

36

基本的項目 

事業活動に 
おける環境配慮 
の方針・目標・ 
実績等の総括 

環境 

マネジメント 

の状況 

掲載ページ 掲載項目 
総エネルギー投入量及びその低減対策 

総物質投入量及びその低減対策 

水資源投入量及びその低減対策 

温室効果ガス等の大気への排出量及びその低減対策 

化学物質排出量・移動量及びその管理の状況 

総製品生産量又は総商品販売量 

廃棄物等総排出量､廃棄物最終処分量及びその低減対策 

総排水量及びその低減対策 

輸送に係る環境負荷の状況及びその低減対策 

グリーン購入の状況及びその推進方策 

製品・サービスのライフサイクルでの環境負荷の状況及びその低減対策 

労働安全衛生に係る情報 

人権及び雇用に係る情報 

地域の文化の尊重及び保護等に係る情報 

環境関連以外の情報開示及び社会的コミュニケーションの状況 

広範な消費者保護及び製品安全に係る情報 

政治及び倫理に係る情報 

個人情報保護に係る情報 

事業活動に伴う 

環境負荷及び 

その低減に向けた 

取り組みの状況 

社会的取り組み 

の状況 

項目別 
リサイクル率 

「三越環境･社会活動レポート2005年」／環境省「環境報告書ガイドライン2003年度版」対照表 

2004年度データ編
デ

ー

タ

編



有効回答 
134件 

当社・ 
グループ社員 

71件 

 

三越各店舗 

●グラフや写真が豊富で、具体的にどのような取り組みを行
っていて、どのような成果が出ているのかが、よくわかった。 
●テーマごとに色別になっていて、よくまとまっている。
専門用語には必ず説明がついていた。 
●三越各店で実際に行われている内容等の､具体的な多く
の活動が､読みやすく紹介されていた。 
●難しいデータの羅列ではなく、お客様との接点を大切に
したような内容で好感が持てた。 
●三越だからこそできる取り組みを詳しく説明していて、
これからめざしていく姿に焦点がしぼられている。 
●全体的に、ややわかりにくい。あまり環境に詳しくない
人にとっては難しい。 
●三越独自の画期的取り組みというのが､もう少し欲しい
と思う。 
●文字がやや小さめで､高齢者には見えにくい。 
●専門的な言葉で､わかりにくいところもあった。 

●社会に積極的な取り組みが感じられ、お客様にも優しい
対応で心がけていることがわかる。 
●お客様とのふれあいを通じて環境に配慮した商品やライフ
スタイルの提案、環境に配慮できるサービス等“エコ”をキ
ーワードにしたコーナーが興味深かった。 
●初めから終わりまで、目を通すには興味がないと難しい
のではないか。もっと易しい内容で、容量も半分ほどの「お
客様用の環境報告書」を作ってほしい。 
●人にやさしい店づくり、三越の店舗すべてが多くのお客
様に不自由なく喜んでもらえるようになればいいと思う。 
●さまざまな活動を行っているのに、認知度があまり高く
ないようなので、多くのお客様に知ってもらうよう働き
かけるべきだと思う。 
●三越バッグのことをもっとお客様に知ってもらうために、
一層運動し広めるといい。 
●ライフスタイルを提案する百貨店ならではの視点からの
環境レポートは非常にわかりやすく、環境問題のみなら
ずさまざまな社会問題を身近に感じ、考えるきっかけに
なるという印象を持った。欲を言うとお客様の反応や声
を載せると更に説得力も増し、興味深いものになるので
はないか。 
●どの企業でもできる事に感じた。もっと、三越にしかで
きない事を発信できたら良いのではないか。 
●エコファント君がかわいい。 

三越の取り組みについて､どのように 
感じられましたか？ Q3

本レポートの存在を 
何でお知りになりましたか？ Q5

本レポートはいかがでしたか？ Q1 どのような立場でお読みになられましたか？ Q4

ご意見､ご感想､ご要望等が 
ございましたら､お聞かせください。 Q6

「三越環境レポート 2004年」アンケート結果   有効回答数 134件 

本レポートで関心をお持ちになった､または 
印象に残った内容をお選びください｡ Q2 （複数回答可） 

（複数回答可） 

1. 商品販売を通した環境への配慮…………… 
2. サービス・店頭での環境配慮……………… 
3. 廃棄物削減とリサイクル推進……………… 
4. 環境に配慮した商品提案…………………… 
5. 環境に配慮したライフスタイル提案……… 
6. 環境マネジメントシステム( ISO14001)へ 
　 の取り組み …………………………………… 
7. 省エネルギー推進…………………………… 
8. ノーマライゼーション……………………… 
9. 品質管理 ……………………………………… 
10. 省資源推進 …………………………………… 
 
 

82件 
76件 
66件 
61件 
59件 
 
56件 
46件 
42件 
41件 
38件 
 
 

お客様 ……………………………………………… 
三越各店舗の近隣にお住まいの方 ……………… 
お取組先 …………………………………………… 
企業・団体の環境担当 …………………………… 
学　生 ………………………………………………… 
行政機関  …………………………………………… 
当社・グループ社員 …………………………… 
研究・教育機関 …………………………………… 
その他………………………………………………… 
 

13件 
1件 
24件 
1件 
1件 
2件 
86件 
3件 
5件 

有効回答 
134件 

普通 

わかり 
やすい 
102件 

30件 

わかりにくい 
2件 

 

その他 12件 

無回答 2件 

ホームページ 8件 

新聞・雑誌 8件 

有効回答 
134件 評価できる 

95件 

まあまあ 
評価できる 

無回答  3件 

評価できない 
 1件 

35件 

33件 

具体的な理由 
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環境への取り組み年表 

●東レ・三越「やさしいフェア」を開催 
●日本橋本店「ECOMACO×gentenフェア」を開催 
●「メトロリンク日本橋」無料巡回バス運行開始 
●日本橋本店ESCO導入 
 
●新潟店  食品廃棄物リサイクル開始 
 
●全店・事業本部で環境マネジメントシステム 
 （ISO14001）拡大審査実施 
●全店・事業本部で環境マネジメントシステム 
 （ISO14001）認証取得 
●ジョアン生産者の顔の見える「野菜パン」特集を開催 
 
●全店・事業本部で環境マネジメントシステム 
 （ISO14001）認証取得告知をショッパーでＰＲ 
●首都圏で調達物流集約化の開始 
●「環境月間キャンペーン」展開 
●環境ＣＩポスター「くるくるくるリサイクル」掲出 
●三越バッグ＜ミディアムサイズ＞ライトグリーンを新発売 
●全店・事業本部（一部店舗を除く）で環境省主催 
 「CO2削減／ライトダウンキャンペーン」に参加 
●日本橋本店「マンデー緑のトークショー」を開催 
●三越ホームページにバリアフリー対応のショ 
　ッピングサイト「三越のお中元」をオープン 
 
●日本橋本店「ecomom（日経BP社刊）」発刊記念 
　イベントトークショーを開催 
●高松店  食品廃棄物リサイクル開始 
 
●日本橋本店「アジアの原風景  棚田体験展」を開催 
●千葉店  食品廃棄物リサイクル開始 
 
●「三越環境レポート2004年」発刊 
●日本橋本店より、順次04POS導入 
●東レ・三越「やさしいフェア」を開催 
 
●内閣府「環境にやさしい買い物キャンペーン」展開 
●読売新聞「地球を守れアンパンマン」に「三越環境 
   レポート2004年」募集告知を掲載 
 
●ジョアン生産者の顔の見える「野菜パン」特集を開催 
 
●「三越環境レポート2004年」が「第8回環境 
　コミュニケーション大賞奨励賞」受賞 
●折りたたみコンテナを利用した商品搬入拡大 
 
●東レ・三越「やさしいフェア」を開催 
●「愛・地球博」に公式売店を出店 
 
●環境マネジメントシステム（ISO14001）定期移行審査実施 
●名古屋栄店「ecomom（日経BP社刊）」トークショーを開催 
●「コットンフェア」を開催   
●全店で「クールビズ」を展開 
 
●「環境月間キャンペーン」展開 
●全店・事業本部（一部店舗を除く）で環境省主催 
   「CO2削減／ライトダウンキャンペーン」に参加 
●日本橋本店「体にやさしい料理と音楽」イベント開催 
●包装紙の古紙含有率40％への切り替え 
●第1回 ステークホルダーダイアログ開催 
 
●国民運動「チーム･マイナス6％」に参加登録 

1991年 
　　　　　  
　　　　　 
 
1992年 
                
　　　　　 
 
1993年 
　　　　　 
　　　　　  
 
1994年 
　　　　    
 
1995年 
　　　　　 
 
1996年 
 
　　　　　      
1997年 
　　　　　  
 
 
 
 
1998年 
 
 
 
 
 
1999年 
 
 
2000年 
 
 
2001年 
 
2002年 
 
 
 
 
 
 
2003年 
 
 
 
 
 

●京浜店で中元期より進物品の簡易包装開始 
●三越特選粉石けん販売（エコマーク取得） 
●日本橋本店で廃棄物の分別回収の本格実施 
 
●エコロジーマニュアルを全社員に配布 
●ショッパーの種類削減 
●日本橋本店 ハンガーの再資源化を開始 
 
●包装紙の古紙含有率20％への全面切り替え 
●紙袋の省資源提案として三越ストライプバッグ発売 
●日本橋本店 洋服カバーのリサイクルを開始 
 
●簡易包装用のグリーンテープの導入 
●大丸との共同配送開始 
 
●ＣＲＳ容器をおせち用箱に採用 
●伝票の集約・統合化 
 
●再生ポリエステル25％使用のシャツを販売 
●日本橋本店 ガスコージェネレーションシステム導入 
 
●三越環境レポート創刊 
●包装紙にエコマークと再生紙配合率を表示 
●焼海苔容器を金属缶から再生紙使用缶へ切り替え 
●都内4店・恵比寿店にペットボトル回収ボックス設置 
●百貨店共通ハンガー納品を本格稼動 
 
●「平成9年　三越環境レポート」が 
　「環境庁アクションプラン大賞 特別賞」 受賞 
●グリーン購入ネットワーク加入 
●全店で歳暮期より短冊のしを導入 
●日本橋本店・銀座店・池袋店・横浜店で魚のあら分別開始 
 
●三越エコスタンダード・包装編～15原則～策定 
●三越バッグ販売と三越マイバッグキャンペーンスタート 
 
●　島屋との用度品共同購買開始 
●配送用小袋の導入 
 
●　島屋と食品廃棄物計量器共同購入 
 
●日本橋三越環境マネジメントシステム（ISO14001） 
　認証取得に向けた取り組みをスタート 
●包装紙の印刷に大豆油インキを使用 
●ＩＩＰ伝票（ご進物品お申込書）バッジ票（ご依頼主 
　整理カード）の削減への取り組みを開始 
●「　島屋・三越共同グリーン購入基準」を策定 
 
●三越全店に食品廃棄物計量器導入完了  計量開始 
●新宿店ESCO取り組み開始 
●包装紙へのエコマーク認定の自社取得 
●中元ギフトカタログ印刷に大豆油インキ使用 
●日本橋三越環境マネジメントシステム（ISO14001） 
　認証取得 
●日本橋本店・三越環境サービス日本橋営業所が 
　「日本コージェネレーションセンター会長賞」受賞 
●全店・事業本部で環境マネジメントシステム（ISO 
　14001）認証取得に向けた取り組みをスタート 
●三越バッグ「コンパクト収納タイプ」新発売 
●三越マイバッグキャンペーンの交換品に 
　「ビニール袋ストッカー」導入 
●日本橋本店食品廃棄物リサイクル開始 
 
 
 
 

取り組みダイジェスト 2004年トピックス 
2004年3月 
 
 
 
 
　　　　4月 
 
　　　　5月 
 
 
 
 
 
　　　　6月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　　7月 
 
 
 
　　　　8月 
 
 
　　　　9月 
 
 
 
　　　 10月 
 
 
 
　　　 11月 
 
2005年1月 
 
 
 
　　　　3月 
 
 
　　　　5月 
 
 
 
 
　　　　6月 
 
 
 
 
 
 
　　　　7月 

「三越環境レポート２００４年」に関するご意見・ご感想
「三越環境レポート2004年」に134件のアンケートをお寄せいただき、ありがとうございました。
皆様からのご意見・ご感想をもとに、「三越環境・社会活動レポート」は、三越の取り組みをわかりやすく
お伝えするよう努め、作成しました。また、アンケートの結果は、以下の通りです。
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「三越環境・社会活動レポート2005年」 
にご意見・ご感想をお聞かせください。 

　　　本レポートで関心をお持ちになった、または印象に残った内容をお選びください。 

　　　　□1. 環境ビジョン　□2. トップメッセージ　□3. ステークホルダーダイアログ　□4. 環境・社会活動マップ 

　　　環境活動　　　　　　　　 
 

　　　　□5. 素材にこだわりつづける   □6. 身近なことからはじめよう　□7. ライフスタイルの中にエコはある 

　　　　□8. 共感の環が広がっています 

　　 環境改善活動 
　　　　□12. 環境マネジメントシステム　□13. 省エネルギー推進／水使用削減 　□14. 廃棄物削減とリサイクル推進 

        　□15. 省資源推進　□16. 三越バッグ　□17. 環境コミュニケーション 

　　社会活動 
　　　　□18. 品質管理　□19. コンプライアンス　 

　　　　□20. お客様の声／社会貢献　□21. ノーマライゼーション   □22. 人権／人材開発　 

　　　　□23．雇用体系　□24．労働安全衛生　 

　　　　 

　　　　□25．2004年度データ編　□26．環境への取り組み年表　 

　　　　□27．「三越環境レポート2004年」に関するご意見・ご感想　□28．三越グループ概要 

　　　店舗での取り組み　　 

　　　　□9. もっとお客様にやさしく、新POSシステムの導入！　 

　　　　□10. お客さまへのサービス向上に向けて、IT活用による流通オペレーション改革 

　　　　□11. 日本橋からトラックを減らす  調達物流車両 の集約化　 

　　　本レポートはいかがでしたか？ 

FAX：03－3270－8684

□わかりやすい □普通 □わかりにくい 

　　　本レポートの情報量はいかがでしたか？ 

□適切である □多すぎる □不足している 

　　　三越の取り組みについて､どのように感じられましたか？ 

□評価できる □まあまあ評価できる □評価できない 

Ｑ1

Ｑ2

Ｑ3

Ｑ4

「三越環境・社会活動レポート2005年」をお読みいただきありがとうございました。 

お手数ですが、以下のアンケートにご回答のうえ、ＦＡＸにてお送りください。 

商品への取り組み 

　　　ご意見・ご感想・ご要望を自由にご記入ください。 

　　　本レポートの存在を何でお知りになりましたか？ 

　　　　□ホームページ　□当社・グループ社員　□三越各店舗　□新聞・雑誌（名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

　　　どのような立場でお読みになられましたか？ 

　　　　□お客様　□三越各店舗の近隣にお住まいの方　□お取組先　□企業・団体の環境担当　□環境ＮＧＯ・ＮＰＯ　 

　　　　□研究・教育機関　□学生　□行政機関　□当社・グループ社員　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

ご協力ありがとうございました。お差し支えなければ下記にもご記入ください。 

Ｑ5

Ｑ6

Ｑ7

 

年 令  □10代　□20代　□30代　□40代　□50代　□60代　□70代　□80代以上　 

性 別  □男性    □女性 

日本橋本店 
34.9％ 

名古屋栄 9.9％ 

銀座 7.1％ 

札幌 5.7％ 福岡 5.6％ 

仙台 4.8％ 

千葉 3.7％ 

新宿 3.3％ 
高松 3.3％ 
池袋 3.2％ 
松山 2.9％ 
大阪 2.8％ 

広島 2.3％ 
鹿児島 1.5％ 
倉敷 1.1％ 横浜 2.7％ 

名古屋星ヶ丘 2.6％ 

新潟 2.6％ 
百貨店業 不動産管理業 

■ 店別売上高構成比（2004年度） 

■ 連結決算概況 

■ 三越グループ 

■ 会 社 概 要  商 号  
事 業 内 容  
本店所在地 
創 業  
会 社 設 立  
 
資 本 金  
従 業 員 数  

株式会社  三越 
百貨店業 
東京都中央区日本橋室町1丁目4番1号 
1673年（延宝元年） 
2003年9月1日 
※旧株式会社三越は1904年（明治37年）12月6日設立 
37,404,066,207円 
単体：7,904名（男性4,256名  女性3,648名） 

（2005年2月28日現在） 

サービス・その他  5.3％ 

食料品 
25.5％ 

雑貨 
16.1％ 

身の回り品 
12.6％ 

家庭用品 6.4％ 

衣料品 
34.1％ 

 

● 日本橋本店　 
　　　　 　〒103‐8001　東京都中央区日本橋室町1‐4‐1 
　　　　　 電話番号　(03)3241-3311(代表) 
● 新宿アルコット店　 
　　　　　 〒160‐8455　東京都新宿区新宿3‐29‐1 
　　　　　 電話番号　(03)3354-1111(代表) 
● 銀座店　〒104‐8212　東京都中央区銀座4‐6‐16 
　　　　　 電話番号　(03)3562-1111(代表) 
● 池袋店　〒170‐8439　東京都豊島区東池袋1‐5‐7 
　　　　　 電話番号　(03)3987-1111(代表) 
● 千葉店　〒260‐8631　千葉市中央区富士見2‐6‐1 
　　　　　 電話番号　(043)224-3131(代表) 
● 仙台店　〒980‐8543　仙台市青葉区一番町4‐8‐15 
　　　　　 電話番号　(022)225-7111(代表) 
● 札幌店　〒060‐8666　札幌市中央区南１条西3‐8 
　　　　　 電話番号　(011)271‐3311(代表) 
● 名古屋栄店　 
　　　　　 〒460‐8669　名古屋市中区栄3‐5‐1 
　　　　　 電話番号　(052)252‐1111(代表)

● ラシック店　 
　　　　　〒460‐0008　名古屋市中区栄3‐6‐1 
　　　　　電話番号　(052)259‐6666(代表) 
● 名古屋星ヶ丘店　 
　　　　　〒464‐8661　名古屋市千種区星が丘元町14‐14 
　　　　　電話番号　(052)783‐1111(代表) 
● 新潟店  〒951‐8530　新潟市西堀通五番町866 
　　　　　電話番号　(025)227‐1111(代表) 
● 広島店  〒730‐8545　広島市中区胡町5‐1 
　　　　　電話番号　(082)242-3111(代表) 
● 高松店  〒760‐8639　高松市内町7‐1 
　　　　　電話番号　(087)851‐5151(代表) 
● 松山店  〒790‐8532　松山市一番町3‐1‐1 
　　　　　電話番号　(089)945‐3111(代表) 
● 福岡店  〒810‐8544　福岡市中央区天神2‐1‐1 
　　　　　電話番号　(092)724‐3111(代表) 
● 鹿児島店     
　　　　   〒892‐0826　鹿児島市呉服町6‐5 
　　　　　電話番号 （099）225‐2111（代表）　　　　 

※2005年5月5日をもって､横浜店・大阪店（枚方店含む）・倉敷店は閉鎖しております。 

百貨店業 各種サービスの提供 

各種サービスの 
提供 

商品の供給 

その他事業 
製造卸売業 

（株）三越保険サービス 
（株）スタジオアルタ 
（株）プロネット 
（株）三越情報サービス 
（株）三越物流 
　　　　　　　　　 他 

その他サービス業 

（株）二幸  
  三越縫製（株） 

  レオドール商事（株） 
  （株）レオマート 他 

（株）三越パーキングサービス 
（株）三越不動産 
（株）三越環境サービス　　他 
 

百貨店業 

連結子会社  

（株）三越友の会 
 フランス三越 S.A.S 
 英国三越 LTD. 
 イタリア三越 S.p.A. 
 ドイツ三越 GmbH 
 スペイン三越 S.A 
 米国三越 INC. 
 三越企業有限公司 
         他4社 
持分法適用関連会社 

（株）プランタン銀座 
 新光三越百貨股　有限公司 

（株）三越 

商品の供給 買物券の受入 

■ 店舗・事業本部のご案内 

■ 商品部門別売上高構成比（2004年度） 

● 専門館事業本部　 
　　　　 　恵比寿店､新宿アルタ館､ 
　　　　　  サンシャインシティアルタ館､多摩センター店 
　　　　　  吉祥寺店､札幌アルタ館 
 

● 通信販売事業本部 
 
● 法人外商本部 
 

店
　
舗 

事
業
本
部 

連　結 

旧・三 越  新・三越  
2002年2月期 2003年2月期 2003年8月期 2004年2月期 2005年2月期 

売 上 高  

営 業 利 益  

経 常 利 益  

当期純利益（△損失） 

単　位（百万円） 

963,327 

16,582 

16,197 

7,421

942,349 

15,140 

13,362 

6,268

446,282 

4,011 

3,085 

2,058

470,491 

12,339 

12,662 

6,705

887,782 

15,214 

16,898 

△4,067

（6ヵ月決算） （6ヵ月決算） 
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http://www.mitsukoshi.co.jp/

環境に配慮したVOCs（揮発性�
有機化合物）成分を一切含まな�
い、「VOCsゼロ対応インキ」を�
使用しています�

本レポートの内容や弊社の環境・社会活動について､ご質問や
ご意見などがございましたら下記までお問い合わせください。�

株式会社　三 越　業務部 環境･品質管理担当�
〒103-8001 東京都中央区日本橋室町1- 4 -1
TEL:03-3274-8063　FAX:03-3270-8684
E-mail：info@mitsukoshi.co.jp

三越 環境･社会活動レポート2005年 
お問い合わせ先�




